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河原津海岸で開催された第13回
西条市立て干し網で仲よく魚を
めがけて沖に急ぐ参加者
　　　　（関連記事28ページ）

河原津海岸で開催された第13回
西条市立て干し網で仲よく魚を
めがけて沖に急ぐ参加者
　　　　（関連記事28ページ）

未来都市モデルプロジェクト：住友化学㈱が電子黒板を寄贈
㈱伊予銀行と連携・協力協定を締結
未来都市モデルプロジェクト：住友化学㈱が電子黒板を寄贈
㈱伊予銀行と連携・協力協定を締結

今月の報告、夏季の節電今月の報告、夏季の節電
大雨時の事前通行規制、河川の急な増水に注意！etc大雨時の事前通行規制、河川の急な増水に注意！etc

ベトナム・フエ伝統工芸フェスティバルに西条市が出展ベトナム・フエ伝統工芸フェスティバルに西条市が出展
国民健康保険・長寿医療制度の被保険者の皆さんへ国民健康保険・長寿医療制度の被保険者の皆さんへ

市長コラム「キャッチボール」、ようこそ市長室・移動市長室へ市長コラム「キャッチボール」、ようこそ市長室・移動市長室へ
小松町ふるさと祭り、西条市おかげん祭市民花火大会小松町ふるさと祭り、西条市おかげん祭市民花火大会



電
子
黒
板
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
会
長
・
米
倉

弘
昌
住
友
化
学
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会

長
）
で
は
、
民
間
主
導
で
経
済
成
長
モ
デ

ル
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
「
未

来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
国

11
都
市
で
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
唯
一
の
先
進
農
業
と
教
育
の
実
証
地
と

し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
の
が
西
条
市
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
当
市

で
は
「
西
条
農
業
革
新
都
市
」
を
テ
ー
マ

に
、
住
友
化
学
株
式
会
社
な
ど
民
間
企
業

数
社
の
共
同
に
よ
り
、
農
業
や
教
育
の
分

野
で
先
進
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま

す
が
、
農
業
分
野
で
は
市
内
に
農
業
法
人

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
西
条
」
が
設
立

さ
れ
る
な
ど
、
既
に
具
体
的
な
事
業
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
こ
の
ほ
ど
住
友
化
学
株

式
会
社
か
ら
市
に
電
子
黒
板
な
ど
が
寄
贈

さ
れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
神
戸
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
教
育
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み
と

し
て
、
今
回
の
電
子
黒
板
を
は
じ
め
と
す

る
先
進
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

※)

機
器
を
導
入
し

な
が
ら
、
教
育
分
野
で
の
情
報
技
術
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
を
、
今
年

度
か
ら
の
２
年
間
を
実
証
期
間
に
モ
デ
ル

校
で
あ
る
神
戸
小
学
校
で
実
施
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
こ
の
期
間
が
終
了
す
る

平
成
27
年
度
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
市
内

の
全
小
中
学
校
に
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
・
普

及
す
る
よ
う
、
そ
の
意
義
や
必
要
性
に
つ

い
て
十
分
な
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
各

校
と
連
携
し
な
が
ら
教
育
や
校
務
の
情
報

化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and　

　

Com
m

unication
Technology

）
は
、

　

教
育
分
野
に
お
け
る
情
報
技
術
の
呼
称
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
学
校
教
育
課
学
務
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
５
２

○
市
庁
舎
本
館
農
業
革
新
都
市
推
進
室

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
４
７
６

神戸小学校での電子黒板贈呈式

　

西
条
市
と
株
式
会
社
伊
予
銀
行
は
、

「
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た

連
携
・
協
力
協
定
」
を
締
結
す
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
ほ
ど
伊
予
銀
行
の
大
塚
岩
男

頭
取
ほ
か
同
行
関
係
者
の
ご
出
席
の
も
と

締
結
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
域
間
競
争
が
激
し
さ

を
増
す
中
、
西
条
市
と
伊
予
銀
行
が
相
互

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
当
市

の
優
れ
た
産
品
を
全
国
へ
積
極
的
に
売
り

込
む
な
ど
、
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
に
努

め
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発

展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、
四

国
屈
指
の
製
造
品
出
荷
額
を
支
え
る
市
内

企
業
が
有
す
る
も
の
づ
く
り
技
術
や
、
生

産
量
日
本
一
を
誇
る
裸
麦
や
あ
た
ご
柿
な

ど
の
農
産
物
を
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
、
「
う
ち
ぬ
き
」
に
代
表
さ
れ
る
豊

富
な
地
域
資
源
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て

交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
む
な
ど
、
連

携
・
協
力
活
動
を
推
進
し
地
域
産
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課
中
小
企
業
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
４
７
４

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に

【連携・協力事項】【連携・協力事項】
①地域産品の販路拡大、販売促進の支援に関すること
②企業間及び産業間のビジネスマッチング支援に関す
　ること
③西条ブランドの魅力向上と発信に関すること
④市内における創業・起業及び企業力向上への支援に
　関すること
⑤企業の市内誘致、留置に関すること
⑥観光振興に関すること
⑦地域を担う産業人材の育成と雇用の確保に関すること
⑧商業振興に関すること
⑨産業支援機関の運営に関すること
⑩その他、地域産業の振興に関すること 大塚頭取（右）と握手を交わす青野市長
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フ
エ
伝
統
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
３
は
、
防
災
教
育

支
援
事
業
で
関
係
を
深
め
て
い

る
フ
エ
市
で
人
民
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
テ
ー
マ

を
「
ベ
ト
ナ
ム
伝
統
工
芸
の
神

髄
」
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
各
地
の

工
芸
技
術
者
等
が
作
品
を
出
展

し
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

西
条
市
か
ら
は
真
鍋
副
市

長
・
堀
江
副
議
長
を
は
じ
め
、

市
職
員
を
含
む
西
条
市
訪
越
団

９
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
派

遣
期
間
中
、
西
条
市
出
展
ブ
ー

ス
の
運
営
活
動
を
中
心
と
し
て

人
民
委
員
会
等
の
関
係
機
関
を

訪
問
し
、
最
終
年
度
と
な
っ
た

防
災
教
育
支
援
事
業
の
成
功
と
、

フ
エ
市
と
の
友
好
関
係
向
上
を

図
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
展
ブ
ー
ス
で
は
多
く
の

人
々
に
西
条
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、
来
場
者
は
一
様
に
日
本
文

化
に
触
れ
た
喜
び
で
笑
顔
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
展
が
両
市
の
結
び

つ
き
に
さ
ら
な
る
深
み
を
与
え
、

今
後
の
市
民
間
交
流
の
拡
大
と

経
済
、
観
光
、
福
祉
、
医
療
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
協
力

関
係
に
期
待
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

■
問
合
せ

市
庁
舎
本
館
戦
略
企
画
課

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
７
２
０

　

フ
エ
伝
統
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
が
、
ベ
ト
ナ
ム
・

フ
エ
市
で
４
月
27
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西

条
市
は
、
伝
統
工
芸
で
あ
る
周
桑
手
す
き
和
紙
や
秋
祭
り
な
ど
の

企
画
展
示
を
行
い
、
当
市
の
持
つ
魅
力
を
多
く
の
フ
エ
市
民
や
海

外
観
光
客
な
ど
多
く
の
人
々
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
フ
エ
市
防
災
教
育
支
援
事
業
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機

構
）
が
草
の
根
技
術
協
力
と
し

て
支
援
し
、
平
成
23
年
度
よ
り

3
年
間
の
計
画
で
開
始
さ
れ
た

事
業
で
、
平
成
16
年
の
台
風
災

害
を
契
機
に
西
条
市
が
小
学
6

年
生
を
対
象
と
し
て
進
め
て
い

る
「
12
歳
教
育
」
を
フ
エ
市
に

紹
介
す
る
と
と
も
に
現
地
に
あ

っ
た
形
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
、
フ
エ
市
の
防
災
力
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

フ
エ
伝
統
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
に

西
条
市
が
出
展
し
ま
し
た

フ
エ
伝
統
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
に

西
条
市
が
出
展
し
ま
し
た

フ
エ
伝
統
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
に

西
条
市
が
出
展
し
ま
し
た

４
月
27
日
〜
５
月
１
日　

西
条
市
の
魅
力
を
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
で
紹
介　
　

▲フエ市人民委員会・トゥアン
　副委員長（右）を表敬訪問 ▲４月 27日にフエ市で盛大に催された開会式

▲防災教育支援事業に参加した少年も来場

▲煎餅を試食する人たち ▲法被姿で記念撮影する人たち▲和紙を紹介したコーナー ▲西条市が出展したブース
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被保険者証の更新　― 新しい被保険者証を郵送します ―被保険者証の更新　―新しい被保険者証を郵送します―
　現在使用されている被保険者証（保険証）の有効期限は平成25年
７月31日です。７月末までに新しい保険証を簡易書留で郵送します
ので、８月からは新しい保険証を使用してください。
■留守などで受け取られなかった場合
　保険証を受け取られなかった方は、保険証送付の担当課へお問い
合わせください。運転免許証など身分を明らかにするものを提示い
ただいた上でお渡しします。その際、印鑑（スタンプ印不可）も必
要です。

入院時に適用される減額認定証・限度額適用認定証を交付します入院時に適用される減額認定証・限度額適用認定証を交付します
　国民健康保険または長寿医療制度の被保険者で、住民税が非課税の世帯や一定の条件に該当する方（国
民健康保険税の未納がない方など）に対して、入院時の食事代を減額する「標準負担額減額認定証」と、
窓口の支払いを自己負担限度額までとする「限度額適用認定証」の交付を行っています。
　交付を受けるには申請が必要です。各認定証は、申請をした月の初日から有効となります。申請月前の
食事代や自己負担額は対象となりませんので、各認定証が必要な方は早めに申請を行ってください。
　すでに認定証の交付を受けている方も、７月31日㈬が有効期限となりますので、７月19日㈮以降、早め
に更新の申請（※１）を行ってください。
※１　長寿医療制度の被保険者で交付申請をした時と条件が変わっていない方には、保険証の送付の際に
　　認定証も同封していますので、更新の手続きは必要ありません。ただし、適用区分欄に「区分Ⅱ」と
　　表示のある方の長期入院該当申請は必要となります。
■申請に必要なもの
○印鑑、加入している保険証
○すでに交付を受けている方は、標準負担額減額認定証、限度額適用認定証
○現在、区分Ｃ（国保）・区分Ⅱ（長寿）の認定証をお持ちの方で、申請月から過去１年間の入院日数が
　通算で90日を超える方は、入院日数を確認できる領収書または請求書
○国民健康保険の被保険者で、平成25年１月２日以降に転入した方は、平成25年１月１日現在の前住所地
　で発行された住民税非課税証明書または住民税課税証明書
○窓口に来られる方の身分証

　70歳以上75歳未満の国民健康保険の被保険者、長寿医療制度の被保険者は、前年の所得に応じて医療機
関で診療を受けたときの自己負担割合が「１割」か「３割（現役並み所得者）」になります。
　自己負担割合が３割になる方は下表のとおりです。ただし、収入額の合計が一定額未満の方は、申請を
することで自己負担割合を１割に変更できます。申請が必要な方には事前に通知をしていますが、まだ申
請をしていない方、申請が必要と思われる方は、７月26日㈮までに担当課で手続きを行ってください。

　長寿医療制度の被保険者の皆さんには、平成24年中の所得に基づいて算定した平成25年度の保険料額を
７月中旬に通知します。保険料は、個々の条件によって次の方法で納めていただきます。
■特別徴収（年金からの天引き）
　年額18万円以上の年金を受給し、長寿医療制度の保険料と介護保険料を合算した額が年金額の２分の１
以下の方は、原則として年金から保険料を天引きする「特別徴収」となります。
　一定の条件に該当する方は、手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。７月31日㈬まで
に手続きすると、10月からの年金天引きを中止できます。詳しくは担当課へお問い合わせください。
■普通徴収（金融機関等で納付）
　特別徴収に該当しない方は、原則として市がお送りする納入通知書を持って金融機関等の窓口で保険料
を納付する「普通徴収」となります。手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。
※特別徴収の方と口座振替の手続きを済まされている方には「黄色の封筒」で、金融機関等の窓口で納付
　いただく方には「ピンク色の封筒」で、それぞれ通知します。

国民健康保険
○市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）… 国保の制度・給付などについて
　　　　　　市民生活課　市民係　℡0897－52－1211（直通）… 国保の保険証送付について
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

長寿医療制度
○市庁舎本館国保医療課　医療係　℡0897－52－1212（直通）
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

【次の方は新しい保険証の有効期限が異なります】
■64歳の国民健康保険退職被保険者
　65歳に到達した月の翌月から一般被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生月の月末まで
（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　一般被保険者となった後に使用する保険証は、有効期限となっている月の月末までに郵送する予定です。
■69歳の国民健康保険被保険者
　70歳に到達した月の翌月から所得に応じて医療費の負担割合が変わるため、新しい保険証の有効期限は
誕生月の月末まで（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　70歳となった後に使用する保険証は、有効期限となっている月の月末までに郵送する予定です。
■74歳の国民健康保険被保険者
　75歳の誕生日から長寿医療制度の被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生日の前日まで
となっています。
　長寿医療制度の保険証は、誕生月の前月中に郵送する予定です。

70歳以上75歳未満の
国保被保険者

長寿医療制度の
被保険者

同一世帯の70歳以上の国保被保険者の
うち、１人でも住民税課税所得額が
１４５万円以上の方がいる世帯の方

収入額の合計が次に該当する方
○70歳以上75歳未満の国保被保険者が
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満

収入額の合計が次に該当する方
○長寿医療保険制度の被保険者が
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満
　・１人の世帯で、同一世帯に70～74歳
　　の方がいる世帯：３８３万円以上
　　　　　　　　　　５２０万円未満

住民税課税所得額が１４５万円以上の
方と、その方と同一世帯に属する長寿
医療保険制度の被保険者

自己負担割合「３割」の基準 「３割」を「１割」に変更できる方

70歳以上の方へ　―診療時における自己負担割合を決定します―70歳以上の方へ　―診療時における自己負担割合を決定します―

長寿医療制度の平成25年度「保険料額」を通知します長寿医療制度の平成25年度「保険料額」をお知らせします

総合支所の代表電話番号　東予：℡0898－64－2700　丹原：℡0898－68－7300　小松：℡0898－72－2111
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被保険者証の更新　― 新しい被保険者証を郵送します ―被保険者証の更新　―新しい被保険者証を郵送します―
　現在使用されている被保険者証（保険証）の有効期限は平成25年
７月31日です。７月末までに新しい保険証を簡易書留で郵送します
ので、８月からは新しい保険証を使用してください。
■留守などで受け取られなかった場合
　保険証を受け取られなかった方は、保険証送付の担当課へお問い
合わせください。運転免許証など身分を明らかにするものを提示い
ただいた上でお渡しします。その際、印鑑（スタンプ印不可）も必
要です。

入院時に適用される減額認定証・限度額適用認定証を交付します入院時に適用される減額認定証・限度額適用認定証を交付します
　国民健康保険または長寿医療制度の被保険者で、住民税が非課税の世帯や一定の条件に該当する方（国
民健康保険税の未納がない方など）に対して、入院時の食事代を減額する「標準負担額減額認定証」と、
窓口の支払いを自己負担限度額までとする「限度額適用認定証」の交付を行っています。
　交付を受けるには申請が必要です。各認定証は、申請をした月の初日から有効となります。申請月前の
食事代や自己負担額は対象となりませんので、各認定証が必要な方は早めに申請を行ってください。
　すでに認定証の交付を受けている方も、７月31日㈬が有効期限となりますので、７月19日㈮以降、早め
に更新の申請（※１）を行ってください。
※１　長寿医療制度の被保険者で交付申請をした時と条件が変わっていない方には、保険証の送付の際に
　　認定証も同封していますので、更新の手続きは必要ありません。ただし、適用区分欄に「区分Ⅱ」と
　　表示のある方の長期入院該当申請は必要となります。
■申請に必要なもの
○印鑑、加入している保険証
○すでに交付を受けている方は、標準負担額減額認定証、限度額適用認定証
○現在、区分Ｃ（国保）・区分Ⅱ（長寿）の認定証をお持ちの方で、申請月から過去１年間の入院日数が
　通算で90日を超える方は、入院日数を確認できる領収書または請求書
○国民健康保険の被保険者で、平成25年１月２日以降に転入した方は、平成25年１月１日現在の前住所地
　で発行された住民税非課税証明書または住民税課税証明書
○窓口に来られる方の身分証

　70歳以上75歳未満の国民健康保険の被保険者、長寿医療制度の被保険者は、前年の所得に応じて医療機
関で診療を受けたときの自己負担割合が「１割」か「３割（現役並み所得者）」になります。
　自己負担割合が３割になる方は下表のとおりです。ただし、収入額の合計が一定額未満の方は、申請を
することで自己負担割合を１割に変更できます。申請が必要な方には事前に通知をしていますが、まだ申
請をしていない方、申請が必要と思われる方は、７月26日㈮までに担当課で手続きを行ってください。

　長寿医療制度の被保険者の皆さんには、平成24年中の所得に基づいて算定した平成25年度の保険料額を
７月中旬に通知します。保険料は、個々の条件によって次の方法で納めていただきます。
■特別徴収（年金からの天引き）
　年額18万円以上の年金を受給し、長寿医療制度の保険料と介護保険料を合算した額が年金額の２分の１
以下の方は、原則として年金から保険料を天引きする「特別徴収」となります。
　一定の条件に該当する方は、手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。７月31日㈬まで
に手続きすると、10月からの年金天引きを中止できます。詳しくは担当課へお問い合わせください。
■普通徴収（金融機関等で納付）
　特別徴収に該当しない方は、原則として市がお送りする納入通知書を持って金融機関等の窓口で保険料
を納付する「普通徴収」となります。手続きをすることで口座振替による納付を選択できます。
※特別徴収の方と口座振替の手続きを済まされている方には「黄色の封筒」で、金融機関等の窓口で納付
　いただく方には「ピンク色の封筒」で、それぞれ通知します。

国民健康保険
○市庁舎本館国保医療課　国保係　℡0897－52－1447（直通）… 国保の制度・給付などについて
　　　　　　市民生活課　市民係　℡0897－52－1211（直通）… 国保の保険証送付について
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

長寿医療制度
○市庁舎本館国保医療課　医療係　℡0897－52－1212（直通）
○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

【次の方は新しい保険証の有効期限が異なります】
■64歳の国民健康保険退職被保険者
　65歳に到達した月の翌月から一般被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生月の月末まで
（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　一般被保険者となった後に使用する保険証は、有効期限となっている月の月末までに郵送する予定です。
■69歳の国民健康保険被保険者
　70歳に到達した月の翌月から所得に応じて医療費の負担割合が変わるため、新しい保険証の有効期限は
誕生月の月末まで（１日生まれの方は誕生日の前日まで）となっています。
　70歳となった後に使用する保険証は、有効期限となっている月の月末までに郵送する予定です。
■74歳の国民健康保険被保険者
　75歳の誕生日から長寿医療制度の被保険者となるため、新しい保険証の有効期限は、誕生日の前日まで
となっています。
　長寿医療制度の保険証は、誕生月の前月中に郵送する予定です。

70歳以上75歳未満の
国保被保険者

長寿医療制度の
被保険者

同一世帯の70歳以上の国保被保険者の
うち、１人でも住民税課税所得額が
１４５万円以上の方がいる世帯の方

収入額の合計が次に該当する方
○70歳以上75歳未満の国保被保険者が
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満

収入額の合計が次に該当する方
○長寿医療保険制度の被保険者が
　・１ 人 の 世 帯：３８３万円未満
　・２人以上の世帯：５２０万円未満
　・１人の世帯で、同一世帯に70～74歳
　　の方がいる世帯：３８３万円以上
　　　　　　　　　　５２０万円未満

住民税課税所得額が１４５万円以上の
方と、その方と同一世帯に属する長寿
医療保険制度の被保険者

自己負担割合「３割」の基準 「３割」を「１割」に変更できる方

70歳以上の方へ　―診療時における自己負担割合を決定します―70歳以上の方へ　―診療時における自己負担割合を決定します―

長寿医療制度の平成25年度「保険料額」を通知します長寿医療制度の平成25年度「保険料額」をお知らせします

総合支所の代表電話番号　東予：℡0898－64－2700　丹原：℡0898－68－7300　小松：℡0898－72－2111
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今月の報告今月の報告

市庁舎本館　危機管理課防災連携係　TEL0897ー52ー1267

西条市防災対策研究協議会西条市防災対策研究協議会

市庁舎本館　庁舎建設室庁舎建設係　TEL0897ー52ー1589
市庁舎別館　施設管理局施設管理係　TEL0897ー52ー1304

市役所新館建設工事市役所新館建設工事

工事の進展状況をお知らせします
　　　　　　　　　　　　　　 
　市役所新館の建設工事は、来年４月の供用開始
に向け、昨年10月の着工以来、基礎工事を経て５
月から鉄骨の建方工事に入っています。その後、
内外装工事に入ることとなります。
　なお、工事の進展状況は、市ホームページで
「新館建設だより」として随時お知らせしていま
すので、ぜひご覧ください。
　工事中は、何かとご迷惑とご不便をおかけしま
すが、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

第１回市民作業部会開催
　　　　　　　　　　　　　　 
　市では、昨年７月、南海トラフ巨大地震などの
近い将来に高い確率で発生することが予測されて
いる大規模災害に備え、災害に強いまちづくりに
ついて検討するため、防災・減災対策の専門家で
構成する「西条市防災対策研究協議会」を設立し
ましたが、そのワーキンググループである「市民
作業部会」の第１回会議がこのほど開催されまし
た。
　この「市民作業部会」は、“自助・共助”の核と
なる市民の皆さんからのご意見をいただく場とし
て立ち上げたもので、消防団員や防災士、自治会

関係者など約40人が参加しました。
　会議では、「住民の防災意識を高めていくこと
が重要である」「南海トラフ巨大地震が発生した
ときに想定される津波の高さなど、現実を把握す
るべきだ」などの意見が出されました。
　今後、本部会の中に「沿岸部・東部・西部・山
間部」の４つ
の班を設けて、
意見交換や検
討作業を進め
ていくことと
しています。

６月14日現在６月14日現在

夏季の節電にご協力ください
ー　日頃のちょっとした積み重ねが節電につながります　ー

【家庭での節電ポイント】

○夏の室温は28℃を目安に
○２部屋で使用の場合には、１部屋（１台）で使用
○「すだれ」や「よしず」などで日差しをカット
（窓からの日差しを和らげ、冷却効果がアップ）

○使わない時は、こまめに消灯
（LED電球は、電力消費が少なく長寿命）

○設定温度を「強」から「中」に
（詰め込みすぎず、開閉回数、開放時間を減らす）

○明るさ、音量は控えめに
（画面輝度や音量が増すと消費電力も増加）
（省エネモードの活用も効果的）

○ご飯は朝にまとめて炊く
（１日分をまとめて炊飯し、冷蔵庫・冷凍庫で保存）

○待機電力のカットも効果的
（本体の電源をオフにしたり、コンセントからプラグ
　を抜くことも節電に）
■問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1220
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　国土交通省松山河川国道事務所では、大雨などで
落石や土砂崩れなどの恐れがある場合、通行者を危
険から守るため、国道11号での事前通行規制（通行
止め）を実施しています。事前通行規制になった場
合は、規制区間内の通行や脇道などからの進入をし
ないよう、ご協力をお願いします。

大雨の時には国道11号で
事前通行規制を実施します
大雨の時には国道11号で
事前通行規制を実施します

★次のホームページ等で道路情報が確認できます。
○道路情報提供システム
　http://www.skr.mlit.go.jp/info/regulate/kyk/its/
　※トップページ左側の「情報別一覧表示」から
　　「本日の規制情報」等を検索できます。

■携帯電話
○四国の道路情報
　右記のコードからアクセスできます。

■電話
○愛媛県内の道路情報について
　日本道路交通情報センター　℡050－3369－6638
○市内の国道11号・196号の情報について
　国土交通省
　松山河川国道事務所　℡089－972－0034
　西条国道維持出張所　℡0897－56－1264
○市内の国道194号、県道の情報について
　愛媛県道路維持課　℡089－912－2720

規制対象の区間
国道11号
　丹原町志川～東温市河之内
（道前渓バス停付近～道前道後第三発電所付近）

　連続雨量が300㎜を超えると、
規制対象の区間では、事前通行規
制が実施されます。豪雨など異常
気象時には、ラジオの道路情報や
道路情報板に表示される道路状況
を確認するとともに、パソコンや
携帯電話、スマートフォンなどで
最新の情報を確認してください。

道路情報等の入手先

規制対象：桜三里付近

河川の急な増水に
注意してください！
河川の急な増水に
注意してください！
河川の急な増水に
注意してください！
　これからの季節は水と親しむ機会が増えますが、
局地的な集中豪雨による急激な増水の恐れがあり
ます。昨年、西条市においても幼い命が失われる
痛ましい水難事故がありました。
　川で活動される場合は天気の状況を絶えず確認
しましょう。今いる場所に雨が降っていなくても、
上流部で大雨が降っている場合があります。
　次のホームページで雨量等の情報を確認するこ
とができますので、ご利用ください。

「えひめ河川メール」
に登録してみませんか

「えひめ河川メール」
に登録してみませんか

「えひめ河川メール」
に登録してみませんか

　「えひめ河川メール」は、あらかじめ登録設定
した地域の河川の水位や降雨量が基準値を超過し
た場合のほか、県が管理するダムの放流情報など
を、県民に皆さんにメール配信するサービスです。
　皆さんがお使いの携帯電話やスマートフォン、
パソコンからご利用いただけますので、ぜひ登録
して“みずから”身を守りましょう！

○西条市雨量情報
　http://www.i-sensor.com/pv/saijyo/
○愛媛県河川砂防情報システム
http://kasensabo.pref.ehime.jp/dosha/
○リアルタイム川の防災情報（国土交通省）
　http://www.river.go.jp/

■問合せ　愛媛県河川課　℡089－912－2672
■問合せ
　市庁舎別館河川課　河川係　℡0897－52－1543

○登録はこちらから
　http://www.kasenalarm.pref.ehime.jp

か　わ

ぜひご活用ください！

大雨などの情報に
注意しましょう！
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　　　　　　　　　　　先日、「愛媛という地名の由来は？」とある方に尋ねられ
　　　　　　　　　　ました。私はとっさに「古事記に出てくる由緒あるものです」
　　　　　　　　　　とお答えしましたが、その後が続きません。確か「イザナギ
　　　　　　　　　　とイザナミの国生み神話」にあったと記憶しているのですが…。
　　　　　　　　　　　調べてみると、古事記に「伊予国を愛比売と謂い」とあります。国生み神話
　では、淡路島に次ぎ２番目に生まれた島が四国であり、「愛比売」とは伊予国に宿る女神でした。
　古事記に出てくる神様の名をそのまま県名にしているのは、全国でも愛媛県だけです。素晴らしい
　名前の由来を改めて知ると同時に、私たちの暮らす愛媛（愛比売）は、幸せを招くところでもある
　のだと思いました。
　　さて、５月末を期限とした「千の風になったあなたへ贈る手紙」募集事業には、全国から1340通
　もの応募をいただきました。東北の被災地からもたくさんお寄せいただき、その原書は全て末永く
　西条図書館で保管させていただきます。市民審査を経て、秋ごろには作家の新井満さん、松山市立
　子規記念博物館館長の竹田美喜さんら特別選考委員によって、大賞ほか表彰作品が決定されます。
　　それらの作品を広く公開することで、今を生きる全国の多くの皆さんに、感動と勇気をお届けす
　ることができればと考えています。
　　手紙募集期間中の５月11日に開催した『「千の風物語」
　第２章キックオフ・ミーティング』では、ゲストにお招き
　していた新井満さんから嬉しい一言を頂戴しました。
　　「西条市は手紙のふるさとであり、祈りの聖地です」と。
　　応募いただいた手紙を通じて、女神の宿る愛媛県の西条
　市が全国の多くの方々にとって、新たな祈りの聖地として、
　また心の安らぎを感じられる場所として、認知され発展し
　ていくことを私は夢見ています。

市長コラムvol.006第六球

祈りの聖地として

え ひ め い

▲催しには多くの方が参加されました。

ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、本庁・各総合支所で市民の皆さんの声を直接お聞きします。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

■対　　　象　市内各地域で活動するグループ、団体など
■日時・場所　７月22日㈪　13時30分～　本庁
　　　　　　　７月23日㈫　９時～　　　東予総合支所
　　　　　　　７月23日㈫　13時30分～　小松総合支所
　　　　　　　７月24日㈬　９時～　　　丹原総合支所
　　　　　　　※１グループ当たり30分から１時間程度で、時間は申し込みの際に調整します。
■参 加 方 法　各開催日の１週間前までに、市民生活課または参加を希望される各総合支所総務課
　　　　　　　へ申込みが必要です。各開催場所で３団体程度を予定しておりますが、申込み多数
　　　　　　　の場合は抽選で決定します。
■申　込　先　市庁舎本館市民生活課　市民相談係　℡0897－52－1243
　　　　　　　各総合支所総務課　　　総務調整係

５月21日の移動市長室５月21日の移動市長室



広報さいじょう　2013　７月号9

　自慢の歌声を披露しませんか？
　市内に在住の方なら個人でもグループ
でも参加できます。
　※先着20組（出場順は抽選で決定）

募集!!のど自慢大会出場者（27日）

申込期限：７月10日㈬
申 込 先：周桑商工会小松支所
申込期限：７月10日㈬
申 込 先：周桑商工会小松支所

サ イ ズ：カラープリント四つ切（組写真は不可）
応募期限：８月31日㈯（必着）
応募方法：作品の裏面に住所・氏名・連絡先を記
　　　　　入して応募先へ提出してください。
応 募 先：西条市おかげん祭市民花火大会実行委
　　　　　員会　三津屋東1－5　森川産業㈱内

おかげん祭市民花火大会写真コンテスト 　 賞　 ：優秀作品５点を選び、賞品を進呈します。
注意事項：応募作品は返却しません。また受賞作品
　　　　　はポスター等に使用する場合があります。
　　　　　応募作品は１人１点に限ります。

　『小松町ふるさと祭り』を、地元商工業者や各種団体の皆さん
にご協力いただき、盛大に開催いたします。皆さま、ぜひお越し
ください。　　問合せ　周桑商工会小松支所　℡0898－72－2119

通行止め時間　27日：18時～22時
　　　　　　　28日：18時～22時

●浴衣祭り
　浴衣・甚平でお越しの先着200名様にふるさと祭りの
　バザー共通券を進呈します。
●そうめん流し
●川魚のつかみどり
　対象：小学生以下　　料金：１回100円
　※雨天の場合は、28日㈰15時から商工会前で開催します。
●のど自慢大会（19時30分～21時）
●パノラミックフライト、ゲーム、各種バザーなど
●チャリティー納涼茶会　※雨天決行
　場所：高井呉服店　　お茶席券：300円（前売券販売中）
　前売券販売所：高井呉服店、周桑商工会小松支所
※お茶菓子の数に限りがありますので、なるべく前売券をご購入ください。

７
月
27
日

７
月
27
日

～　※雨天順延

※当日は混雑が予想されます。車でのお越しは極力避けてください。

問合せ　西条市おかげん祭市民花火大会
　　　　実行委員会　℡0898－65－5847

●保育所園児踊り、法螺貝、毛槍、大名行列、篤山連
●小松音頭踊り、ダンス「小松囃子KOMATSU-BAYASHI」
●宝投げ（21時開始予定）
●コカ・コーラ製品無料試飲（19時30分～20時30分）

７
月
28
日

７
月
28
日

ほ ら



広報さいじょう　2013　７月号 10

広がる樹園地帯に「かん水施設」が整備されました。その
受益面積は約309ha、敷設された配管は幹線が約4.1㎞、支
線は約35㎞にも及び、ポンプ６台が設置された揚水機場か
ら夏の渇水期に適切なかん水が行われ、安定的な果樹生産
が図られることとなったのです。設置から既に40年以上が
経過して老朽化が著しいこの施設では、平成22年度から計
画的な改修が施されています。
　今後は、地域の実情に応じた農業基盤の整備や土地利用
の再編などが求められているところです。　

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

にぎわいの近く「歴史と文化のふるさとこみち」
　　　　　　　　　～ 周布地区の史跡・文化財めぐり ～

　東予総合支所の西方一帯、丹原との境にまで広がる周布
地区。今治小松自動車道・東予丹原インターチェンジの整
備をきっかけに、県道壬生川丹原線沿いには、ショッピン
グセンターなどの大型店舗や飲食店などが立ち並び、市西
部地域の一大商業エリアとして賑わいを見せています。
　一方、その県道壬生川丹原線を南に入ると、そこには閑
静な住宅街と田園地帯が広がっています。湧水が豊富な周
布地区では、これを利用した稲作が弥生時代中期から行わ
れ、集落が形成されていたことが分かっています。奈良時
代には、都と伊予の国府を結ぶ南海道が通り、宿場である
周敷駅があったことから、地域の政治・経済・文化・交通
の要衝として栄え、多くの史跡や文化財が遺されました。

　　　　　　　　　　　周布公民館の入り口横には、それ
　　　　　　　　　　らを紹介する「ふるさとこみち案内
　　　　　　　　　　図」が、昭和63年に設置されていま
　　　　　　　　　　したが、地元篤志家の寄付と史跡・
　　　　　　　　　　文化財の保護や児童らに対する地域
　　　　　　　　　　の歴史文化教育などの活動に取り組
　　　　　　　　　　んでいる「周布地区文化財保護委員
　　　　　　　　　　会（今井肇会長・会員65人）」のご
　　　　　　　　　　尽力により、この案内図の見直しと
　　　　　　　　　　改修が平成22年に行われました。
　現在の「ふるさとこみち案内図」には、周布地区に点在
する70もの史跡や文化財の名称と位置が示されています。
さらに、周布公民館ではそれらを解説した冊子の閲覧もで
きます。にぎわいの近くでひっそりと今に伝わる「歴史と
文化のふるさとこみち」の散策はいかがですか？

訓練では、救助活動に必要な技術や知識を再確認するとと
もに、意識改革が図られた」と語る隊員。その救助服のオ
レンジ色は、全身から噴き出た汗で深紅に変わっていまし
たが、表情に頼もしさと心強さを感じました。
　この地域では、近い将来での南海地震の発生が予測され
ています。いつ起こるか分からない地震に対して、発生時
の行動や避難場所を日ごろから家族で確認し合うこと、住
宅の耐震化を行う
ことなど、一人ひ
とりが地震に備え
る意識をもち、危
険を予知する力を
身に付けることが
大切ではないでし
ょうか。

大地震発生 ! 倒壊建物に残された人を救え !!
　　　 　　　～ いつ起こるか分からない災害に備えて ～

　長らく小松町の行政拠点として使用され、今春、役目を
終えた小松総合支所別館。このほど解体前のその建物で、
のべ35人の隊員が東西両消防署から参加し、４日間にわた
る「都市型捜索救助訓練」が行われました。
　この訓練では、大規模地震の発生により倒壊した建物内
に多数の人が取り残されたとの想定のもと、駆け付けた救
助隊員が、エンジンカッターや削岩機等の救助用資機材を
活用して捜索経路を確保した後、救助活動を行いました。
コンクリートの床や鉄製のドアなどを破壊する激しい振動
と騒音の中、隊員たちの懸命な姿によって現場は臨場感と
緊迫感に包まれ、現実の災害発生時のようでした。
　「実際の災害現場では想定を上回ることも多く、今回の

夏の日差しにきらめく「虹の用水」
　　　 　　　　～ 農業の生産性向上と経営安定化を！ ～

　道前平野は、昔から県下有数の農業地帯として発展して
きた中山川沿いに広がる扇状地ですが、瀬戸内海式気候に
属する少雨地域にあるため河川の流量は乏しく、しばしば
干ばつ被害を受けてきており、先人たちはため池を築造す
るなどの涙ぐましい努力を積み重ねてきました。
　その後、恒久的な農業用水確保のため、仁淀川水系に建
設された面河ダムから、道前・道後平野へかんがい用水が
供給されることになりましたが、この水は四国山脈の山並
みを越えて導かれていることから「虹の用水」と呼ばれ、
地域農業の振興に大きな役割を果たしています。
　また、この用水を利用して、昭和42年度から３年の期間
と約１億6800万円の事業費が投じられ、田野・中川地区に

「ふるさとこみち案内図」
を参考に散策しませんか

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で

　

ま
か
れ
た
水
が

　
　

き
ら
め
く
様
は

　
　
　

夏
の
風
物
詩
で
す

コンクリートの床を破り、
下の階に残された人を救助
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

収
集
日
に
粗
大
ご
み
を
運
び
出

す
こ
と
が
困
難
で
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
を
対
象
に
、
粗
大
ご
み

の
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
収
集
す
る
も
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た
ん
す
、
机
、
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す
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団
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食
器
棚
、
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
、

こ
た
つ
、
掃
除
機
な
ど

■
収
集
で
き
な
い
も
の

　

引
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冷
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洗
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、

天
日
温
水
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
消
火

器
、
バ
イ
ク
、
農
機
具
な
ど

■
収
集
時
期　

８
月
下
旬
予
定

※
粗
大
ご
み
処
理
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を
必
ず
貼
り

　

付
け
て
建
物
の
外
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
直
接
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当
窓
口
へ
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申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者

に
は
、
事
前
に
収
集
日
や
収
集
業

者
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
先
（
居
住
地
域
別
）

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
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課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
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５
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－

１
３
３
８

○
東
予
地
域
の
方

　

東
予
総
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市
民
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生
活
環
境
係

○
丹
原
地
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の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

○
小
松
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み
を
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別
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集
し
ま
す

　
「
政
治
倫
理
の
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立
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め
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市
長
の
資
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等
の
公
開
に
関
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る

条
例
」
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る
、
市
長
の
資

産
等
補
充
報
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書
お
よ
び
関
連
会

社
等
報
告
書
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

■
閲
覧
日
時　

　

７
月
１
日
㈪
～

　

８
時
３０
分
～
17
時
15
分

※
土
・
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日
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除
く
。

■
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覧
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問
合
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○
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６
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支
所
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務
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総
務
調
整
係

市
長
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資
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を
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し
ま
す
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で
は
平
成
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国
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査
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平
成
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に
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し
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す
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さ
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よ
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■
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市
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査
係
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０
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１
３
４
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16
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発
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こ
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）
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予
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法
で
、
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１
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飼
い
犬
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狂
犬
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は
お
済
み
で
す
か
？
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国
民
年
金
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の
ま

ま
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す
る
と
、
将
来
の
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
に
は
、

平
成
25
年
度
の
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
制
度
の
申
請
を
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

※
７
月
中
は
平
成
24
年
度
の
申
請

　

も
で
き
ま
す
。

■
免
除
・
猶
予
制
度
の
種
類

①
保
険
料
免
除
制
度

　

保
険
料
納
付
が
全
額
・
一
部
免

除（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
）

さ
れ
る
制
度
で
、
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

３０
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る

制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
の
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
の
保
険
料
納
付
を
猶

予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る
制
度

で
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を

　

添
付
す
れ
ば
、
失
業
さ
れ
た
方

　

の
前
年
所
得
を
除
外
し
て
審
査

　

を
行
う
失
業
特
例
も
あ
り
ま
す
。

■
承
認
期
間

　

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

※
前
年
度
に
全
額
免
除
（
理
由
が

　

失
業
等
除
く
）
や
若
年
者
納
付

　

猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
で
、

　

申
請
時
に
翌
年
度
以
降
も
申
請

　

を
行
う
こ
と
を
希
望
さ
れ
た
場

　

合
は
、
継
続
し
て
申
請
が
あ
っ

　

た
も
の
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

■
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間
は

　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
、
免
除
の

段
階
に
応
じ
て
一
部
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

※
部
分
免
除
で
一
部
納
付
が
必
要

　

な
方
は
、
納
付
を
し
な
い
と
年

　

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
は
、

　

資
格
期
間
に
は
計
算
さ
れ
ま
す

　

が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反

　

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

19
日
㈮　

市
県
民
税
第
１
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

31
日
㈬　

国
民
健
康
保
険
税
第
１

　

期
分
、
固
定
資
産
税
第
２
期
分

　

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

　

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
7
月
8
日
か
ら
外
国

人
住
民
の
方
へ
対
し
て
も
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。
運
用
開
始
に
伴
い
、
外

国
人
住
民
の
方
の
住
民
票
に
住
民

票
コ
ー
ド
（
住
基
ネ
ッ
ト
で
全
国

共
通
の
本
人
確
認
を
行
う
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
無
作
為
の
11
桁
の

番
号
）
が
記
載
さ
れ
、
7
月
8
日

か
ら
、
そ
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
本

人
へ
通
知
し
ま
す
。

　

外
国
人
住
民
の
方
も
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
で
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

■
住
基
ネ
ッ
ト
と
は

　

住
民
の
方
々
の
利
便
性
の
向
上

と
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
の

合
理
化
の
た
め
、
居
住
関
係
を
公

証
す
る
住
民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
た
全
国
共
通
の
本
人

確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
と
は

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー

ド
は
、
公
的
な
証
明
書
と
し
て
も

使
え
ま
す
。

■
運
用
開
始
で
で
き
る
こ
と
の
例

○
一
部
の
行
政
機
関
で
、
住
民
票

　

の
写
し
の
提
出
の
省
略
が
可
能

　

と
な
る
な
ど
、
手
続
き
が
簡
略

　

化
で
き
る
。

○
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
方
は
居
住
の
市
区
町
村
以

　

外
で
も
、
住
民
票
の
写
し
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
る
（
在
留
カ

　

ー
ド
等
の
提
示
で
も
可
）。

○
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
方
は
転
入
届
け
の
特
例
が

　

受
け
ら
れ
、
郵
送
に
よ
る
転
出

　

届
出
を
行
う
こ
と
で
、
住
所
異

　

動
の
手
続
で
市
区
町
村
の
窓
口

　

に
出
向
く
の
は
、
引
っ
越
し
先

　

の
一
度
で
済
む
よ
う
に
な
る
。

○
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を

　

格
納
す
る
こ
と
で
、
本
人
確
認

　

を
必
要
と
す
る
行
政
手
続
の
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
で
き
る

（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
）。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

登
録
管
理
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
５
８

外
国
人
住
民
の
方
に
対
し
て

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
を
開
始

７
月
の
市
税
ご
よ
み

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
消
火
活

動
に
欠
か
せ
な
い
消
防
水
利
で

す
。
火
災
の
と
き
は
消
防
隊
が
消

火
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

　

道
路
脇
や
歩
道
な
ど
に
あ
る
消

防
水
利
は
、
そ
の
位
置
を
示
す
た

め
、
蓋
を
黄
色
、
標
識
や
立
ち
上

が
り
消
火
栓
は
赤
色
で
塗
装
し
て

い
ま
す
。

　

消
防
水
利
か
ら
５
㍍
以
内
の
部

分
は
、
道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
違
法
な
駐
車
は
、

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。
消
防
水
利
の
近
く
に

は
駐
車
し
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
水
利
の
近
く
は
駐
車
禁
止
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　場　　所：三芳地区内（位置図参照）
　区 画 数：６区画
　面　　積：１区画当たり、188㎡～249㎡（約57坪～約75坪）
　価　　格：１㎡当たり、約27,300円～ 27,600円
　　　　　　１坪当たり、約90,000円～ 91,000円
　用途地域：第一種低層住居専用地域
　建ぺい率：50％以下
　容 積 率：80％以下
　上 水 道：西条市上水道
　生活排水：小型合併処理浄化槽
　道　　路：市道幅員4.2ｍ～6.0ｍ
　　　　　　宅地内道路幅員4.5ｍ～6.2ｍ　
　※詳しくは、市のホームページでもご案内しています。
　　http://www.city.saijo.ehime.jp/

　単身、家族の同居を問わず、自己の居住の用に供する宅地を必要
とし、契約締結日から５年以内に住宅を建築できる方等。
※１世帯２区画まで購入でき、２区画目について住宅建築義務はあ
　りません。

　申し込み受付順に決定します。

　申込書と住民票謄本を各１通用意し、西条市土地開発公社へお申
し込みください。申込書は西条市土地開発公社にあるほか、市のホ
ームページからもダウンロードできます。

　西条市土地開発公社（市庁舎別館２階　用地課内）℡0897－52－1349

分譲地位置図

校
学
小
芳
三

県道東予・玉川線

　西条市土地開発公社では三芳地区内において、住宅地「ハーモ
ニーハイツ三芳Ⅱ工区」の分譲を行っています。
　生活に適した住みよい環境や条件が備わっています。ご要望が
ありましたら、職員が現地をご案内しますので、住宅地をお探し
の方は、ぜひお問い合わせください。

分譲価格表
区画番号 区 画 面 積 分 譲 価 格

28 193.65㎡（58.57坪） 5,286,600円
25 188.85㎡（57.12坪） 5,212,200円
21 198.19㎡（59.95坪） 5,410,500円
17 222.23㎡（67.22坪） 6,133,500円
13 200.90㎡（60.77坪） 5,544,800円
７ 249.42㎡（75.44坪） 6,883,900円

分譲地平面図

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　水・環境保全係　
　　　　　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時における空間放射線量データの蓄積を
目的に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の測定をし
ています。５月の測定結果は右表のとおりですが、いずれの
地点においても異常値は観測されていません。
※環境省が示す基準値：毎時0.23マイクロシーベルト
※測定場所の位置図および過去の測定結果は市ホームページ
　をご覧ください。

５月の空間放射線量測定結果 【５月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

うちぬき広場 ５月30日
５月30日

毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト飯岡公民館

測 定 日 測 定 数 値

東予総合支所
楠河公民館
丹原総合支所
旧鞍瀬駐在所
小松総合支所
石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.10 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.10 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト

毎時 0.05 マイクロシーベルト

５月30日
５月30日
５月30日
５月30日
５月30日

５月29日
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障
害
者
や
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん

が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

○
７
月
25
日
㈭

　

1０
時
～
1３
時

　

西
条
運
動
公
園
総
合
プ
ー
ル

○
８
月
８
日
㈭

　

1０
時
～
1３
時

　

東
予
運
動
公
園
プ
ー
ル

■
申
込
期
限　

７
月
８
日
㈪

■
申
込
注
意
事
項　

　

障
害
者
団
体
や
福
祉
施
設
の
皆

さ
ん
は
参
加
希
望
者
を
取
り
ま
と

め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

福
祉
プ
ー
ル
で
楽
し
も
う

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
幼
児
を

対
象
に
、
次
の
日
程
で
幼
稚
園
を

開
放
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
保
護

者
同
伴
で
、
気
軽
に
遊
び
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
開
放
日
時　

　

７
月
2３
日
㈫
・
３０
日
㈫

　

８
月
６
日
㈫
・
2０
日
㈫

　

９
時
３０
分
～
11
時
３０
分

■
場
所
・
問
合
せ

○
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

７
７
９
７

○
東
予
南
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

３
０
８
１

○
多
賀
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
６
７

○
国
安
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

５
３
３
２

○
燧
洋
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－
４
７
７
３

○
小
松
幼
稚
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
７
２

－

２
７
０
２

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

未
就
園
児
親
子
で
遊
ぼ
う
！

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
期
間
中
は

市
内
各
所
で
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

運
動
に
対
す
る
ご
理
解
、
行
事

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
行
動
目
標　

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

　

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

　

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

　

社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広

　

げ
よ
う

■
重
点
事
項　

○
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ

　

い
て
の
協
力
の
拡
大

○
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ

　

く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

■
主
な
行
事

○
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会

　

な
ど
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

○
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作

　

文
コ
ン
テ
ス
ト

○
西
条
地
区
大
会
を
７
月
３０
日
㈫

　

に
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

　

開
催
。
1０
時
か
ら
中
学
生
の
主

　

張
（
作
文
発
表
）、
作
文
入
賞

　

者
表
彰
式
、
1３
時
３０
分
か
ら
公

　

開
ケ
ー
ス
研
究
会
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
内

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
９
３

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間　

７
月
１
日
～
31
日

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
３5
歳
未

満
の
若
者
の
た
め
に
求
人
票
を
提

出
し
、
一
定
の
労
務
管
理
の
体
制

が
整
備
さ
れ
、
一
定
の
宣
言
基

準
を
満
た
し
て
い
る
中
小
企
業

を
「
若
者
応
援
企
業
」
と
し
て
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
若
者
応
援
企
業
宣
言
」
を
す

る
と
、
若
者
の
職
場
定
着
が
期
待

で
き
る
と
と
も
に
、
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の

で
、
企
業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的

な
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
、
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
「
若
者
応
援
企
業
宣

言
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
条

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
０
１
５

○
愛
媛
労
働
局
職
業
安
定
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
３

－

５
２
２
１

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
な

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

若
者
応
援
企
業
宣
言
を
し
ま
せ
ん
か

　今年も暑い季節がやってきました。暑い日が続くと、めまい・頭痛・吐き気・筋肉痛などの熱中症の症状で
救急搬送される方が多くなります。熱中症の中には、重症化すれば
意識障害やショック症状などにより、死亡に至る事例もあります。
　熱中症は予防することができますので、暑さへの対策や水分補給を
心掛けてください。兆候があれば応急手当を行い、一刻も早く医療機
関を受診し、必要であれば早く救急車を呼ぶことが重要です。

熱中症にご注意ください！熱中症にご注意ください！

みんなで気をつけよう !!みんなで気をつけよう !!

福
祉
プ
ー
ル
中
、
参
加
者
以
外

の
プ
ー
ル
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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■
日
時

　

８
月
７
日
㈬

　

14
時
～
15
時
5０
分

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
正
し
い
支

援
の
仕
方
を
学
ぶ
。

■
演
題

　

発
達
障
が
い
を
伴
う
方
た
ち
と

仲
良
く
暮
ら
そ
う

～
お
互
い
の
ち
が
い
を
祝
い
あ
え

　

る
コ
ツ
～

■
講
師

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
こ
こ
は
う
す

　

所
長　

桑
原
綾
子
氏

■
定
員

　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
団
体
は

代
表
者
の
氏
名
と
住
所
・
参
加
人

数
も
必
要
）
を
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
先

　

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
８
６

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
講
演
会

■
日
時　

　

７
月
21
日
㈰　

18
時
～
2０
時

■
内
容

　

障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め

る
イ
ベ
ン
ト
。

　

バ
ン
ド
の
演
奏
、
屋
台
な
ど
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

障
害
者
支
援
施
設

　

て
い
ず
い

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

５
３
０
０

第
８
回
て
い
ず
い
夏
ま
つ
り

■
日
時　

　

７
月
2０
日
㈯　

17
時
３０
分
～

■
内
容　

　

障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め

る
イ
ベ
ン
ト
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
な
ど
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

障
害
者
支
援
施
設

　

東
予
希
望
の
家

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
６
５
６

第
18
回
き
ぼ
う
夏
ま
つ
り

　道路を快適に利用するために８月の「道路ふれあい月間」に、四国４
県で道路を一斉に清掃する「88クリーンウォーク四国」を開催します。
■日時　８月８日㈭　午前６時～（１時間程度）
■コース
○自由コース　各自近くの道路を２キロメートル程度歩きながら清掃。
　（集めたごみはＪＲ伊予西条駅、ＪＲ壬生川駅の各駅舎前に７時30分
　　までに出すか、各自で適正に処分してください）
○モデルコース　四国内の希望コース　
　にぎわいコース(愛媛県は、松山中央公園)か小中学生コース（学校単
　位での参加申し込み）を選択。
■申込方法等　７月31日㈬までに申し込みが必要です。
　※詳しくは下記の申込先までお問い合わせください。
■注意事項　清掃用具は各自で用意してください。
　※参加した方々の事故等は自己責任となります。

「８８クリーンウォーク四国」実行委員会事務局
℡087－821－3510（９時～17時　土・日曜日、祝日は除く）

申
込
先

伊予西条駅前・壬生川駅前にて
８８クリーンウォーク四国
～道路ボランティア活動に参加してみませんか～

ＪＲ伊予西条駅前・ＪＲ壬生川駅前にて
８８クリーンウォーク四国
～道路ボランティア活動に参加してみませんか～

■利用上の注意事項
○小学３年生以下の児童・幼児は、必ず保護者が同伴してください。保護者が
　同伴していない場合は、事故防止のため入場をお断りします。
○目や皮膚の疾患、伝染する恐れのある病気にかかっている方の入場はお断り
　します。
○その他、プールの利用規定、管理者の指示には必ず従ってください。

■イベント開催における入場制限のお願い
○次の日程は福祉プール開催のため、参加者以外は14時まで利用できません。
　西条運動公園総合プール：７月25日㈭
　東予運動公園プール：８月８日㈭

■利用料金（１人当たり）
　大　人：３００円
　中高生：２００円
　小学生：１００円
■団体料金（30人以上の団体）
　小学生：１人・８０円

※障害者手帳をお持ちの方、
　65歳以上の方、一人親世帯
　の方などに対する減免制度
　があります。

【利用期間】７月１日㈪～８月31日㈯　10時～18時
　　　　　　７月20日㈯～８月19日㈪は、19時までご利用いただけます。

西条運動公園総合プール（ひうち１－２）　℡0897－53－3200
東予運動公園プール（河原津新田甲1 5 7）　℡0898－66－4419

問
合
せ
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■
日
時

　

７
月
３０
日
㈫

　

９
時
～
16
時
３０
分

（
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
発
着
）

■
見
学
場
所

○
愛
媛
県
在
宅
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

○
愛
媛
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

車
イ
ス
介
助
体
験
や
高

齢
者
疑
似
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

夏
休
み
に
介
護
や
福
祉
に
つ
い
て

親
子
で
学
ぶ
。

■
対
象

　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

■
定
員　

4０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書
を
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

７
月
19
日
㈮
必
着

■
申
込
先

　

〒
７
９
０

－
８
５
７
０

　

松
山
市
一
番
町
４

－

４

－

２

　

県
庁
長
寿
介
護
課

　

介
護
研
修
係　

宛

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
３
３
８

FAX
０
８
９

－

９
３
５

－

８
０
７
５

E ﾒｰﾙchoujukaigo@
pref.ehim

e.jp

介
護
を
学
ぼ
う

夏
休
み
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

■
期
間

　

８
月
1３
日
㈫
～
９
月
５
日
㈭

　

1０
時
～
19
時

■
場
所

　

マ
リ
ン
パ
ー
ク
新
居
浜
（
新
居

　

浜
市
垣
生
３
丁
目
乙
３
２
４
）

■
内
容　

　

え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
で
好
評

だ
っ
た
「
な
つ
か
し
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
お
も
ち
ゃ
博
」
が
、
マ
リ
ン

パ
ー
ク
に
や
っ
て
来
る
！

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
２
０
０
０

年
代
ま
で
の
人
気
ア
ニ
メ
特
撮
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
大
集
合
！

■
入
場
料

　

小
学
生　
　
　

３
０
０
円

　

中
学
生
以
上　

５
０
０
円

※
未
就
学
児
無
料

■
問
合
せ

　

ア
ー
ト
プ
ロ
グ
レ
ス
（
井
上
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

２
８
９
８

－

９
７
３
０

URLhttp://w
w

w
.akagane.net/art-

　

 progress/ 

２
０
１
３

な
つ
か
し
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

お
も
ち
ゃ
博　

新
居
浜

【注意事項】
※午前のイベントには、事前の申し込みが必要です。
　申　込　期　限：７月17日㈬　必着
　申込書配布場所：各総合支所総務課、各公民館等
　申　込　方　法：申込書に必要事項を記入の上、
　　　　　　　　　スポーツ健康課、各総合支所総務
　　　　　　　　　課へお申し込みください。
　定員以下の場合：主催者側から連絡はしませんので
　　　　　　　　　そのままご参加ください。
※マリンスポーツ体験試乗会に参加する方は、水にぬ
　れても良い服装でお越しください。
※イベント内容は、天候などにより変更があります。
※午後のイベントには、当日受け付けが必要です。
※午後の巡視艇体験乗船には、小学生は保護者同伴で
　の乗船となります。定員29人。
※水上オートバイの体験試乗は、身長制限があります。
　（約140センチメートル以上）
※駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わ
　せでお越しください。

問合せ：市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

水辺の安全教室、マリンスポーツ試乗を体験！
巡視艇も来港し、船内見学もできます。
夏休みの思い出づくりにご来場ください。
【午前のイベント】
　対象：小学生親子10組30人まで（要事前申込）
　●親子で学ぼう！「水辺の安全教室」（９時30分～10時30分）　
　　○もしもの時の人命救助（心肺蘇生法・ＡＥＤの使い方など）
　　○命を守るライフジャケットについて
　●巡視艇船内見学・体験乗船（10時30分～11時30分）
　●マリンスポーツ体験試乗会（11時40分～12時30分）
　　○スーパーキッズボート　　○プレジャーボート

【午後のイベント】
　対象：小学生以上　　受付：13時20分～
　●マリンスポーツ体験試乗会（13時30分～15時）
　　○スーパーキッズボート　　○プレジャーボート
　　○水上オートバイ
　●巡視艇船内見学（13時30分～14時）
　●巡視艇体験乗船（14時15分～14時45分）
　●親子で学ぼう！「水辺の安全教室」
　　※随時実施

巡視艇
せとぎり来港！
巡視艇
せとぎり来港！
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■
日
時　

７
月
28
日
㈰

　

①
1０
時
～
11
時
３０
分

　

②
1３
時
～
14
時
３０
分

※
①
・
②
ど
ち
ら
か
の
み
参
加
可

■
場
所　

陣
屋
跡
お
堀

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

７
０
０
円

■
申
込
期
限　

７
月
14
日
㈰

■
申
込
先　

西
条
市
カ
ヌ
ー
協
会

事
務
局
（
㈱
丸
和
商
事
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

６
０
４
５

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

19
時
３０
分
～
21
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

　

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
で
日

本
語
を
指
導
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

西
条
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

■
日
時

　

７
月
21
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な

ど
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時　

　

７
月
25
日
㈭　

1０
時
～
17
時

　
　
　

26
日
㈮　

1０
時
～
15
時

■
場
所　

西
条
市
消
防
本
部

■
定
員　

7０
人
（
先
着
順
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

３
４
０
０
円

■
申
込
期
間　

　

７
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮ 

■
申
請
書
配
布
場
所　

　

消
防
本
部
予
防
課
、
西
消
防
署

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
】

■
日
時

　

７
月
19
日
㈮　

　

1３
時
３０
分
～
15
時
３０
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
活
動
体
験
を
通
し
て

学
ぶ
。（
要
約
筆
記
体
験
）

■
定
員　

2０
人
程
度

【
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）
】

■
日
時
（
全
15
回
）

　

８
月
2３
日
～
12
月
６
日
の
金
曜

日
（
1０
月
18
日
を
除
く
）

　

1０
時
～
12
時

■
場
所　

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

要
約
筆
記
に
つ
い
て
学
ぶ
。

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
1０
回
）

　

８
月
27
日
～
11
月
５
日
の
火
曜

日
（
1０
月
15
日
を
除
く
）

　

1３
時
３０
分
～
15
時
３０
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

点
字
お
よ
び
点
訳
の
基

礎
に
つ
い
て
学
ぶ
。

■
定
員　

15
人
程
度

【
申
込
先
】　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■
日
時

　

７
月
６
日
㈯

　

1３
時
３０
分
～
15
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

　

米
国
テ
キ
サ
ス
州
在
住
高
校
生

　

ア
ー
メ
リ
ッ
ク
・
将
太
さ
ん

■
テ
ー
マ

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
学
生
生
活

■
内
容　

英
語
で
行
わ
れ
る
講
座

で
、
国
際
理
解
を
深
め
よ
う
。

■
問
合
せ　

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
エ
リ
ス
（
藤
田
会
長
）

℡
０
９
０

－

７
７
８
２

－

３
２
３
４

国
際
理
解
講
座

※行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。
※７月19日、23日、24日の四国アイランドリーグの試合には、いずれか１試合に市内の
　小中学生が無料で招待されます。詳細は、四国アイランドリーグから市内の小中学校
　に配布される書類でご確認ください。

日　時 場　所行　　事　　名

14日　8：00

21日　9：00

19日 18：00

東予運動公園野球場

ひうち球場

丹原体育館ほか

ひうち陸上競技場

西条港

東予運動公園野球場

東予運動公園野球場

東予運動公園野球場

東予運動公園球技場

天皇賜杯第68回全日本軟式野球大会愛媛県大会

７日　8：00

６日　9：00
７日　9：00

13日　8：00
14日　8：00

17日　9：00
18日　9：00
20日　9：00
21日 10：00
22日 10：00

28日　9：30

東予体育館

第５回スポーツ少年団本部長杯夏季サッカー大会

第８回スポーツ少年団本部長杯ミニバス大会

ルネサスグラウンドほか第８回スポーツ少年団本部長杯軟式野球大会

第８回スポーツ少年団本部長杯バレーボール大会

26日　9：00
27日　9：00
27日 17：00
28日　8：30
27日　8：00
28日　8：30

第28回愛媛県中学軟式野球選手権大会
　　　　　　　　　　　　西条支部予選大会

四国アイランドリーグ公式戦　愛媛VS徳島

23日 18：00
24日 18：00 東予運動公園野球場四国アイランドリーグ公式戦　愛媛VS高知

第95回全国高等学校野球選手権記念愛媛大会
　　　　　　　　　　　　（１～３回戦）

西条市市長杯大会軟式野球大会（優勝決定戦）

佐々木記念西条ひうち記録会

マリンフェスタ in 西条
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【
苔
玉
を
つ
く
ろ
う
】

■
日
時

　

７
月
17
日
㈬

　

９
時
３０
分
～
12
時

■
定
員　

８
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
石
に
描
く
】

■
日
時

　

７
月
22
日
㈪

　

９
時
３０
分
～
11
時
３０
分

■
定
員　

15
人

■
対
象　

幼
児
～
小
学
生

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
申
込
先
】
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
1０
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
25
日
㈭　

1０
時
～
12
時

■
場
所　

加
茂
川
ト
リ
ム
公
園

■
講
師

　

西
条
自
然
学
校
代
表

　

山
本
貴
仁
氏

■
内
容　

川
の
中
に
は
秘
密
と
不

思
議
が
い
っ
ぱ
い
。
簡
単
な
水
質

調
査
や
水
中
の
生
き
物
の
観
察
。

■
対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

■
定
員　

３5
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈭

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時
（
全
４
回
）

　

７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　

①
９
時
３０
分
～
12
時

　

②
1３
時
３０
分
～
16
時

■
場
所　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス
館　

３
階
大
ホ
ー
ル

■
対
象

　

市
内
の
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

※
希
望
者
は
親
子
で
参
加
可

■
定
員

　

１
教
室
３０
人
程
度

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選

■
申
込
期
限　

７
月
19
日
㈮

■
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
市
庁
舎
別
館

国
体
推
進
課
、
各
総
合
支
所
総
務

課
に
提
出
（
国
体
推
進
課
へ
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）。

※
参
加
申
込
書
は
、
各
小
学
校
へ

　

配
布
予
定
で
す
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
国
体
推
進
課

　

総
務
企
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
６
０

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
５
３
１

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

※
こ
の
教
室
は
宝
く
じ
の
収
益
に

　

よ
る
助
成
金
を
受
け
て
実
施
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

■
日
時

　

７
月
2０
日
㈯　

1０
時
～
15
時

■
集
合
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

夏
休
み
！
親
子
森
林
体

験
ツ
ア
ー
（
山
で
の
伐
採
か
ら
木

材
市
場
の
見
学
）

■
定
員　

4０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

【臨時休館】　７月８日㈪・22日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　７月14日㈰　10時～13時
●内容　肉まんを生地から作ります。
　　　　お楽しみメニューもあります。
●講師　料理研究家　中村和憲氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）　
●参加費　 2,000円　　●申込期限　７月９日㈫

●日時　７月29日㈪　10時～13時
●内容　夏野菜を使って、カノムチーンナムヤー
　　（タイカレーのそうめんかけ）、ヤムウンセン
　　（春雨のスパイシーサラダ）などを作ります。
●講師　ＣＡＩ　ＩＳＡＲＡ　菊川美穂氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,000円　　●申込期限　７月22日㈪

●日時　８月11日㈰　10時～13時30分
●内容　夏野菜を使った料理を作ります。
●講師　日本料理　和敬（わけい）
　　　　竹村竜二氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円
●申込期限　８月２日㈮

■
日
時

　

７
月
15
日
㈪　

９
時
３０
分

■
場
所　

　

新
居
浜
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

狩
猟
者
免
許
試
験
の
た

め
の
狩
猟
法
規
、
鳥
獣
判
別
、
猟

具
取
り
扱
い
な
ど

■
受
講
料　

７
５
０
０
円

■
申
込
先　

○
猟
友
会
西
条
支
部
（
久
門
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
４
９

○
猟
友
会
西
条
市
西
支
部
（
渡
辺
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

３
１
５
６

※
申
込
み
は
、
各
猟
友
会
支
部
で

　

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

狩
猟
免
許
予
備
講
習
会

水
と
親
し
む
青
空
教
室

山
岳
競
技
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

体
験
教
室
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■
期
間
（
２
泊
３
日
）

　

８
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮

■
場
所　

ひ
う
ち
会
館

■
内
容

　

自
己
分
析
、
地
域
の
仕
事
人
訪

問
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を

通
し
て
、
自
分
と
向
き
合
い
、
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
に
大
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
も
参
加
。

■
対
象

　

高
校
２
・
３
年
生

■
定
員　

15
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
費
　
２
０
０
０
円

※
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
代
等

■
申
込
期
限　

７
月
19
日
㈮

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
４
８
２

25
歳
の
自
分
に
会
い
に
行
こ
う
！

う
ち
ぬ
き
創
造
塾
２
０
１
３

　
■
期
間
（
２
泊
３
日
）

　

８
月
４
日
㈰
～
６
日
㈫

■
場
所　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

■
内
容

　

西
条
を
テ
ー
マ
と
し
た
京
都
大

学
大
学
院
ゼ
ミ
（
市
内
の
企
業
、

農
地
見
学
、
山
間
部
集
落
調
査

等
）
に
参
加
し
、
学
究
活
動
の
楽

し
さ
、
国
際
交
流
の
大
切
さ
、
地

域
産
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
。

■
対
象

　

高
校
生

※
保
護
者
の
同
意
が
必
要

■
定
員　

1０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
。

■
参
加
費　

４
７
０
０
円

※
食
事
代
、
傷
害
保
険
料
等

■
申
込
方
法

　

市
庁
舎
本
館
戦
略
企
画
課
、
各

総
合
支
所
総
務
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
。

※
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

　

ま
す
。

■
申
込
期
限　

７
月
12
日
㈮

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
戦
略
企
画
課

　

戦
略
企
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
４
４

大
学
生
・
留
学
生
と
地
域
を
学
ぼ
う

大
学
と
地
元
高
校
生
と
の
交
流

講
座

　【
生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時　

７
月
1０
日
㈬
・
22
日
㈪
、

８
月
７
日
㈬
、
９
月
11
日
㈬

　

1３
時
３０
分
～
15
時
３０
分

【
個
別
相
談
援
助
】

■
日
時　

７
月
３
日
㈬
・
19
日
㈮

・
３1
日
㈬
、
８
月
21
日
㈬
・
28
日

㈬
、
９
月
2０
日
㈮
・
25
日
㈬

　

1３
時
～
17
時
（
一
人
5０
分
）

【
場
所
】　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

【
内
容
】
生
涯
現
役
の
実
現
に
向

け
て
職
業
生
活
設
計
を
学
ぶ
。

【
対
象
】

　

次
に
該
当
す
る
55
歳
以
上
の
方

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
お
い
て
求

　

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

○
会
社
、
団
体
ま
た
は
自
営
業
主

　

に
雇
用
さ
れ
て
賃
金
を
得
て
い

　

る
方
で
、
1
年
を
超
え
る
ま
た

　

は
雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
契

　

約
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
方

【
申
込
先
】
一
般
社
団
法
人　

日

本
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
協
会

※
９
時
３０
分
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
０
８

－

９
２
４
５

※
時
間
外
や
不
在
時
の
番
号
（
左
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
０
８

－

９
２
１
７

URLhttp://sgeneki.com

生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別

相
談
援
助
を
活
用
く
だ
さ
い

■
期
間
（
全
2０
回
）

　

８
月
２
日
㈮
～
1０
月
22
日
㈫

　

18
時
３０
分
～
2０
時
３０
分

※
第
19
・
2０
回
は
21
時
３０
分
ま
で

■
場
所　

西
条
商
工
会
館

■
内
容　

日
商
簿
記
3
級
程
度

■
受
講
料　

１
万
円

■
申
込
期
限　

７
月
19
日
㈮

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

商
工
会
議
所
複
式
簿
記
講
習
会

■
日
時
・
場
所

　

７
月
７
日
㈰　

1０
時
～

　

大
町
公
民
館

■
内
容　

そ
ば
の
種
ま
き
、
収
穫
、

そ
ば
打
ち
ま
で
の
日
程
や
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
な
ど
を
詳
し
く
説
明
。

■
対
象　

小
学
生
親
子
と
希
望
者

■
定
員　

2０
人
程
度

■
参
加
料　

３
０
０
０
円

※
小
学
生
は
無
料

■
申
込
期
限　

７
月
６
日
㈯

■
主
催
・
申
込
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

西
条
加
茂
蕎
麦
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
９
０

－

４
３
３
１

－

６
０
６
７

千
町
の
棚
田
で
そ
ば
作
り
体
験

（
説
明
会
・
自
然
観
察
会
）　

　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野菜や
漬物、柿ようかんなど盛りだくさんに詰め込んだ愛情
小包「土のめぐみ」夏便を、今年も発送します。
■料金　１個3,000円（送料・消費税込）
■申込期限　７月12日㈮　
■発送予定　７月24日㈬

■申込先　○生活研究グループ員
　　　　　　松木　℡0898－68－6478・090－4787－3084
　　　　　　黒河　℡0898－68－5835
　　　　　　桑村　℡0898－68－0249
　　　　　○丹原総合支所農林水産課
■郵便振替で申し込み
　次の口座に料金を振り込んでください。
　口座番号：01680－0－20772
　口座名義：土のめぐみ実行委員会

■申込先　○生活研究グループ員
　　　　　　松木　℡0898－68－6478・090－4787－3084
　　　　　　黒河　℡0898－68－5835
　　　　　　桑村　℡0898－68－0249
　　　　　○丹原総合支所農林水産課
■郵便振替で申し込み
　次の口座に料金を振り込んでください。
　口座番号：01680－0－20772
　口座名義：土のめぐみ実行委員会

▲地域の仕事人への取材
▼プレゼンテーション
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市
で
は
11
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
の
日
に
、
社
会
公
共
の
福
祉

に
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
該
当
者
の
具
体
的
事
例
】

①
自
分
の
危
険
を
顧
み
ず
、
人
命
を
救
助
し
た
場
合

②
寝
た
き
り
の
病
人
を
長
年
に
わ
た
り
世
話
す
る
な
ど
、
行
い
に
お

　

い
て
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

③
業
務
に
励
み
、
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

④
学
術
・
芸
術
上
の
発
明
改
良
・
創
作
な
ど
に
お
い
て
、
特
に
顕
著

　

な
功
績
の
あ
っ
た
場
合

⑤
公
共
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑥
市
の
発
展
に
尽
く
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑦
教
育
・
慈
善
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
そ
の
ほ
か
社
会
事
業
に
尽

　

く
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
場
合

⑧
商
工
業
・
農
林
水
産
業
・
そ
の
ほ
か
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績

　

の
あ
っ
た
場
合

【
表
彰
該
当
者
の
住
所
等
】

　

西
条
市
民
ま
た
は
西
条
市
に
所
在
の
団
体
（
市
外
在
住
者
ま
た
は

団
体
で
本
市
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
含
む
）

【
推
薦
方
法
】

　

市
庁
舎
本
館
３
階
総
務
課
総
務
法
制
係
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、

各
公
民
館
に
あ
る
推
薦
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７
月
12
日
㈮

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課　

総
務
法
制
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

　　

愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
河

川
敷
の
除
草
や
清
掃
美
化
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
、
河
川
の
美
化
に

協
力
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

県
で
は
軍
手
や
ゴ
ミ
袋
な
ど
の

提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

の
加
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

○
東
予
地
方
局
管
理
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
別
館
河
川
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
４
３

　

英
語
圏
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
実
施
し
て
い

る
団
体
が
「
エ
リ
ス
」
で
す
。

　

西
条
の
良
さ
を
世
界
に
紹
介
し

た
い
人
、
外
国
文
化
の
理
解
を
深

め
た
い
人
、
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
年
会
費　

３
０
０
０
円

■
問
合
せ　

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
エ
リ
ス
（
藤
田
会
長
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

７
７
８
２

－

３
２
３
４

URLhttp://elis-saijo.com
/

愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

今
回
の
募
集
は
、
平
成
25
年
７

月
末
日
現
在
の
空
家
、
お
よ
び
８

月
以
降
平
成
26
年
６
月
末
ま
で
の

期
間
に
空
き
住
宅
が
生
じ
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
直
ち
に

入
居
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
資
格
の
有
効
期
限
も
平
成
26

年
６
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

一
斉
募
集
以
後
の
入
居
申
し
込

み
は
随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

入
居
資
格
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
担
当
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

７
月
８
日
㈪
～
22
日
㈪

■
入
居
者
の
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
上
、
抽
選
で
入
居

順
位
を
決
定
し
ま
す
。

■
対
象
団
地　

市
営
住
宅
３０
団
地

■
抽
選
日
時　

　

８
月
４
日
㈰　

1０
時

■
抽
選
場
所

　

市
役
所
本
館
５
階
大
会
議
室

※
抽
選
に
参
加
さ
れ
な
い
場
合
は

　

失
格
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
施
設
管
理
局

　

財
産
住
宅
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
６
１

○
各
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

建
設
管
理
係

市
営
住
宅
入
居
者
一
斉
募
集

西
条
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
エ
リ
ス
」
会
員
募
集

　

愛
媛
県
で
は
、
知
事
が
住
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、
地

域
の
声
や
要
望
を
県
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
「
知

事
と
み
ん
な
の
愛
顔
で
ト
ー
ク
」

の
傍
聴
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
傍
聴
者
は
、
意
見
交
換
に
は
参

　

加
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　

７
月
2３
日
㈫　

14
時
３０

分
～
17
時

■
場
所　

新
居
浜
市
立
別
子
銅
山

記
念
図
書
館
（
新
居
浜
市
北
新
町

1０

－

１
）

■
定
員　

5０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈭

■
申
込
方
法　

郵
送
、
電
話
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
３

－
０
０
４
２

　

西
条
市
喜
多
川
７
９
６

－

１　

　

東
予
地
方
局
地
域
政
策
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
８

E ﾒｰﾙtou-seisaku@
pref.ehim

e.jp

知
事
と
み
ん
な
の
愛え
が
お顔

で
ト
ー
ク

傍
聴
者
募
集
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■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
自
衛
官
候
補
生
（
随
時
受
付
中
）

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

※
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

　

含
む
。

■
試
験
日

　

９
月
16
日
㈪
ま
た
は
17
日
㈫

※
両
日
の
う
ち
希
望
す
る
い
ず
れ

　

か
の
日
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

　

自
衛
隊
の
編
成
や
活
動
、
自
衛

官
の
募
集
種
目
等
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。（
３
回
開
催
）

■
日
時

○
７
月
29
日
㈪　

18
時
～
19
時

○
８
月
11
日
㈰　

15
時
～
16
時

○
８
月
11
日
㈰　

18
時
～
19
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
対
象　

自
分
の
能
力
や
適
性
を

生
か
し
た
い
方
、
自
衛
官
に
な
り

た
い
方
、
興
味
の
あ
る
方
な
ど

■
問
合
せ

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
地
域
説
明
会

 

■
募
集
部
門

○
プ
ロ
部
門

　

愛
媛
県
産
の
柑
橘
等
指
定
６
品

目
の
農
産
物
を
使
用
し
た
和
洋
菓

子
（
生
菓
子
・
お
土
産
ス
イ
ー
ツ
）

○
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門

　

愛
媛
県
産
農
産
物
を
使
用
し
た

菓
子
パ
ン

○
学
生
部
門

　

愛
媛
県
産
農
産
物
を
使
用
し
た

お
土
産
ス
イ
ー
ツ

■
応
募
条
件

　

各
部
門
の
応
募
条
件
や
指
定
農

産
物
、
販
売
価
格
の
設
定
な
ど
、

昨
年
と
変
更
に
な
っ
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
の
で
、
募
集
要
項
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

　

８
月
2０
日
㈫
ま
で

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
・
募
集
要
項
は
、
え

ひ
め
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
え
ひ
め
の
愛
フ
ー
ド

推
進
機
構
事
務
局
へ
電
話
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
県
庁
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
内　
　

　

え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

　

事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
４
１

FAX
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
６
１

○
え
ひ
め
ス
イ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

URLhttp://www.ehim
e-sweets.com

/

　

県
内
の
食
品
販
売
店
舗
で
の
食

品
表
示
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た

め
、
県
で
は
食
品
表
示
な
ど
の

監
視
を
行
う
愛
媛
県
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
平
成
25
年
11
月
１
日
現
在
で
満

　

18
歳
以
上
の
愛
媛
県
内
居
住
者

○
不
適
正
な
食
品
表
示
の
通
報
、

　

食
品
の
品
質
表
示
状
況
の
モ
ニ

　

タ
リ
ン
グ
の
報
告
が
で
き
る
方

○
食
品
表
示
に
つ
い
て
の
研
修
が

　

受
講
で
き
る
方

■
募
集
人
員　

　

県
内
で
１
０
０
人
以
内

（
市
町
の
人
口
に
応
じ
て
配
置
）

■
任
期

　

平
成
25
年
11
月
１
日
～
平
成
27

年
1０
月
３1
日
（
２
年
間
）

■
謝
金

　

年
間
１
２
０
０
０
円
以
内

■
応
募
方
法

　

東
予
地
方
局
西
条
庁
舎
（
喜
多

川
）
・
西
条
第
２
庁
舎
（
丹
原
町

池
田
）
等
に
あ
る
申
込
書
に
て
、

８
月
３０
日
㈮
ま
で
に
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　

申
込
書
は
県
庁
農
産
園
芸
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

URLhttp://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　

h35500/bosyuu.htm
l

■
申
込
先

　

東
予
地
方
局
西
条
第
２
庁
舎

　

産
業
振
興
課　

農
産
物
安
全
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
２
２

え
ひ
め
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
３

愛
媛
県

食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
募
集

　西条市観光協会では、８月17日㈯に
開催予定の市民納涼花火大会で「結婚
祝い」「出産祝い」「入学祝い」「金
婚祝い」など、皆さまの心に残る記念
花火の打ち上げを実施します。
　この機会に、ご家族やご友人へメッセージを添えて、
思い出に残る記念花火をプレゼントしてみませんか。

特典　○お名前とメッセージを花火のプログラムに掲載
　　　○当日は心のこもったメッセージを現地にて放送
　　　○記念花火写真にメッセージを入れてプレゼント
金額　１口１万円　　　募集期限　７月19日㈮

申込先　十河信二記念館内　西条市観光協会
　　　　℡0897－56－2605

　「河川愛護月間」は、生活にうるおいとやすらぎ
を与えてくれる河川に対する国民的関心の高まりに
こたえるために、昭和49年に定められたものです。
　河川についての理解と関心を深め、河川愛護の思
想について広く国民に理解してもらうため、月間中
は、河川の美化、水面の利用、川の指導者などの人
材育成の支援や河川についての広報活動、河川愛護
団体の育成・支援、イベントの開催など、さまざま
な河川愛護運動が行われます。



●夏休み子ども教室　－参加者募集－
①カブトガニ教室
日時　７月27日㈯　10時～11時30分
②手すきハガキ作り教室
日時　７月23日㈫　13時30分～15時30分
③牛乳パックで作る小物入れ作り教室
日時　７月25日㈭　13時30分～15時30分
④うちわ作り教室
日時　７月30日㈫　13時30分～15時30分
⑤電子工作教室　－ふしぎなライト作り－
日時　７月26日㈮　10時～11時30分　　
対象　小学４～６年生
※定員（申込順）　①：30人　②～⑤：10人
※申込期限　７月21日㈰
●館蔵品展　期間　～７月15日㈪まで
●東予・丹原・小松地域の神社散歩展
期間　７月21日㈰～９月５日㈭
●カブトガニ探検隊　－干潟を観察しよう－
日時　８月３日㈯　13時～　　場所　河原津海岸
※小雨決行　※豪雨時は８月４日㈰13時30分からに延期

【開 館 時 間】９時～18時　　
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

●夏休み短期水泳教室参加者募集
１期：７月31日㈬～８月３日㈯　９時～10時
２期：８月21日㈬～８月24日㈯　９時～10時
対象　小学生　　定員　各25人（先着順）　
参加費　3500円（両期受講者は6000円）
申込期間　７月２日㈫～21日㈰　※水中撮影ＤＶＤ付き
●市内小・中学生無料開放日
日時　７月６日㈯・13日㈯　10時～12時
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開 館 時 間】10時～21時　　
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫
※７月23日㈫、24日㈬は小学校水泳記録会開催のため、14時から一般開放。

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時　
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【７月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●水墨画二人展
　小松公民館の日本画教室で活動されて
いる中田末一さんと高橋昭四郎さんが、
地元の風景や身近な物を題材に描いた作
品を展示します。
期間　７月１日㈪～29日㈪
場所　椿交流館内まちづくり展示コーナー
●オアシス館・椿交流館の出展者募集
　今年５月１日より新たに開設したオアシス館２階の市
民ギャラリーに展示する作品を募集しています。椿交流
館のまちづくり展示コーナーでも、展示作品を随時募集
していますので、お気軽にスタッフへご相談ください。

●俳画作品展
　大町公民館で活躍されている青野
ツルエさんが主宰する俳画クラブの
作品展です。四季折々の身近な風物
や、奥深く表現された季節の移ろい
を楽しんでみませんか。
期間　７月３日㈬～30日㈫
●石包丁の展示
　平成25年度考古歴史館考古学講座体験学習で作った石
包丁を展示します。　期間　７月３日㈬～30日㈫
●火おこし体験
日時　７月14日㈰・28日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

【開 館 時 間】９時～17時
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

【開 館 時 間】９時～16時30分
【７月休館日】月曜日（15日開館）、13日㈯、16日㈫、17日㈬

●第３回倉敷堤窯武内真木作陶展（展示即売会）
　４年ぶりの個展。手のぬくもり
が伝わり、飾らない美しさと力強
さを持ち、スリップ技法を深化さ
せた食器類を集めました。

期間　７月20日㈯～28日㈰　
　　　※最終日は15時まで
●木工展　
　収蔵品の中から、江戸中期の木工品などを展示します。
期間　～７月31日㈬まで

●書道展（後期）
　市内の書道愛好家の会派を越えた作品を展示します。
期間　７月５日㈮～17日㈬
●館蔵品展
　丹原町ゆかりの作家の日本画、洋画、版画などの館蔵
作品を年１回展示します。
期間　７月20日㈯～８月16日㈮
●書道展（前期）　　期間　～７月２日㈫まで

【開 館 時 間】８時30分～17時　　【７月休館日】月曜日

【開 館 時 間】９時～17時　　
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

●特別展示　水彩画習作展
　入山知子水彩画教室の「さくら」「一葉」
の作品を展示します。
期間　７月３日㈬～30日㈫

●県立西条高校・イギリススタディーツアーミニ報告会
　「鉄道の原点・ヨーク国立鉄道博物館を訪ねて」
　３月に実施されたスタディーツアーの中で行われたヨ
ーク国立鉄道博物館（ＮＲＭ）訪問について、ツアー参
加者が振り返ります。
日時　７月13日㈯　13時30分～14時30分
場所　四国鉄道文化館　　報告者　西条高校生２人

【開 館 時 間】８時～19時　　
【７月休館日】水曜日　　※観光交流センターは無休

●木工教室　７・８月で「行灯」を作ります。
日時　７月13日㈯・27日㈯　13時30分～15時30分
定員　８人　　材料費　1500円　　申込期限　７月５日㈮
●水彩画教室　日時　７月５日㈮・19日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　７月３日㈬・24日㈬　13時30分～15時30分
●７月企画展「東予洋画教室作品展」
期間　７月２日㈫～26日㈮　
山本英夫さんとその生徒による作品を展示します。

【開 館 時 間】９時～22時
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

あんどん

※７月19日㈮までの教室は、受付しています。
※夏休み中（７月20日～８月31日）の教室は、７月14日㈰以降
　にこどもの国で直接お申込みください。
※夏休み期間中の教室の申し込みは、電話では受付できません。

【開 館 時 間】８時30分～17時
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

▼　プラネタリウム情報　▼
ポケットモンスター　ベストウイッシュ
　　　　　　　～光と影のテンキュウギ～
●投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）
　火～日曜日・祝日：11時、13時10分　
●観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）
 ※７月の第２・４土曜日の無料投影はありません。

●特別展示「新収蔵資料展～掛軸など～」　
　好評につき、展示期間を７月末まで延長しました。
平成24年度に小松温芳図書館・郷土資料室へ寄贈・寄託
していただいた掛軸10点以上をお披露目しています。
　３代藩主一柳直卿や近藤篤山先生、次男簣山先生ほか、
素晴らしい資料を紹介します。
期間　～７月28日㈰まで　

【開 館 時 間】９時～17時30分　【７月休館日】水曜日、16日㈫

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

14日㈰
10：00～12：00

図工教室

７日㈰
13：30～15：00

７日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース囲碁教室

やきもの教室
コップを作ろう

15日㈪
10：00～12：00

七夕かざり
ささかざり作り

６日㈯
10：00～12：00

電子工作
フラッシュライト

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円　
必要な物：牛乳パック

小学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小学２～６年生　定員：30人　
必要な物：絵の具道具

トールペイント
かわいい小物作り

イラスト教室

20日㈯
10：00～12：00

20日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：20人
材料費：250円

５歳～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：500円　
必要な物：汚れてもいいフェイスタオル
作品のお渡しには約１カ月かかります。

小学３年～中学生
定員：20人　材料費：100円

小・中学生
小学１～３年生は初級コース
小学生　定員：20人
材料費：300円　申込用紙あり
申込多数の場合は抽選
申込期限：３月15日㈮

トールペイント 28日㈰
10：00～12：00

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

26日㈮
10：00～12：00

25日㈭
13：30～15：30

24日㈬
10：00～12：00

キッズダンス教室

水てっぽう教室

21日㈰
13：30～15：30

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器を作ろう

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円　
作品のお渡しには約１週間かかります。

小学生以上　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：100円
必要な物：タオル、着替え

小学生　定員：30人
動きやすい服装・くつした
必要な物：飲み物、タオル

はさみ切りえ教室

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日
11：00～11：30

おはなしのへや 毎週土曜日
14：00～14：30

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなど

押し花教室
押し花タンブラー

27日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：15人　
材料費：500円

27日㈯・28日㈰
13：30～15：00

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

将棋教室

30日㈫
Ａ10：00～12：00
Ｂ13：30～15：30
31日㈬
Ｃ10：00～12：00

小学生　定員：各20人
材料費：400円
必要な物：汚れてもいいタオル
作品のお渡し日：８月23日㈮10時～

陶芸教室

小学生　定員：20人
材料費：100円
２年生以下は保護者同伴

●夏休み読書マラソン
期間　７月20日㈯～８月31日㈯
用紙配布開始　７月２日㈫　　提出期限　９月10日㈫
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●夏休み子ども教室　－参加者募集－
①カブトガニ教室
日時　７月27日㈯　10時～11時30分
②手すきハガキ作り教室
日時　７月23日㈫　13時30分～15時30分
③牛乳パックで作る小物入れ作り教室
日時　７月25日㈭　13時30分～15時30分
④うちわ作り教室
日時　７月30日㈫　13時30分～15時30分
⑤電子工作教室　－ふしぎなライト作り－
日時　７月26日㈮　10時～11時30分　　
対象　小学４～６年生
※定員（申込順）　①：30人　②～⑤：10人
※申込期限　７月21日㈰
●館蔵品展　期間　～７月15日㈪まで
●東予・丹原・小松地域の神社散歩展
期間　７月21日㈰～９月５日㈭
●カブトガニ探検隊　－干潟を観察しよう－
日時　８月３日㈯　13時～　　場所　河原津海岸
※小雨決行　※豪雨時は８月４日㈰13時30分からに延期

【開 館 時 間】９時～18時　　
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

●夏休み短期水泳教室参加者募集
１期：７月31日㈬～８月３日㈯　９時～10時
２期：８月21日㈬～８月24日㈯　９時～10時
対象　小学生　　定員　各25人（先着順）　
参加費　3500円（両期受講者は6000円）
申込期間　７月２日㈫～21日㈰　※水中撮影ＤＶＤ付き
●市内小・中学生無料開放日
日時　７月６日㈯・13日㈯　10時～12時
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開 館 時 間】10時～21時　　
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫
※７月23日㈫、24日㈬は小学校水泳記録会開催のため、14時から一般開放。

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時　
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【７月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

●水墨画二人展
　小松公民館の日本画教室で活動されて
いる中田末一さんと高橋昭四郎さんが、
地元の風景や身近な物を題材に描いた作
品を展示します。
期間　７月１日㈪～29日㈪
場所　椿交流館内まちづくり展示コーナー
●オアシス館・椿交流館の出展者募集
　今年５月１日より新たに開設したオアシス館２階の市
民ギャラリーに展示する作品を募集しています。椿交流
館のまちづくり展示コーナーでも、展示作品を随時募集
していますので、お気軽にスタッフへご相談ください。

●俳画作品展
　大町公民館で活躍されている青野
ツルエさんが主宰する俳画クラブの
作品展です。四季折々の身近な風物
や、奥深く表現された季節の移ろい
を楽しんでみませんか。
期間　７月３日㈬～30日㈫
●石包丁の展示
　平成25年度考古歴史館考古学講座体験学習で作った石
包丁を展示します。　期間　７月３日㈬～30日㈫
●火おこし体験
日時　７月14日㈰・28日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

【開 館 時 間】９時～17時
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

【開 館 時 間】９時～16時30分
【７月休館日】月曜日（15日開館）、13日㈯、16日㈫、17日㈬

●第３回倉敷堤窯武内真木作陶展（展示即売会）
　４年ぶりの個展。手のぬくもり
が伝わり、飾らない美しさと力強
さを持ち、スリップ技法を深化さ
せた食器類を集めました。

期間　７月20日㈯～28日㈰　
　　　※最終日は15時まで
●木工展　
　収蔵品の中から、江戸中期の木工品などを展示します。
期間　～７月31日㈬まで

●書道展（後期）
　市内の書道愛好家の会派を越えた作品を展示します。
期間　７月５日㈮～17日㈬
●館蔵品展
　丹原町ゆかりの作家の日本画、洋画、版画などの館蔵
作品を年１回展示します。
期間　７月20日㈯～８月16日㈮
●書道展（前期）　　期間　～７月２日㈫まで

【開 館 時 間】８時30分～17時　　【７月休館日】月曜日

【開 館 時 間】９時～17時　　
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

●特別展示　水彩画習作展
　入山知子水彩画教室の「さくら」「一葉」
の作品を展示します。
期間　７月３日㈬～30日㈫

●県立西条高校・イギリススタディーツアーミニ報告会
　「鉄道の原点・ヨーク国立鉄道博物館を訪ねて」
　３月に実施されたスタディーツアーの中で行われたヨ
ーク国立鉄道博物館（ＮＲＭ）訪問について、ツアー参
加者が振り返ります。
日時　７月13日㈯　13時30分～14時30分
場所　四国鉄道文化館　　報告者　西条高校生２人

【開 館 時 間】８時～19時　　
【７月休館日】水曜日　　※観光交流センターは無休

●木工教室　７・８月で「行灯」を作ります。
日時　７月13日㈯・27日㈯　13時30分～15時30分
定員　８人　　材料費　1500円　　申込期限　７月５日㈮
●水彩画教室　日時　７月５日㈮・19日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　７月３日㈬・24日㈬　13時30分～15時30分
●７月企画展「東予洋画教室作品展」
期間　７月２日㈫～26日㈮　
山本英夫さんとその生徒による作品を展示します。

【開 館 時 間】９時～22時
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

あんどん

※７月19日㈮までの教室は、受付しています。
※夏休み中（７月20日～８月31日）の教室は、７月14日㈰以降
　にこどもの国で直接お申込みください。
※夏休み期間中の教室の申し込みは、電話では受付できません。

【開 館 時 間】８時30分～17時
【７月休館日】月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

▼　プラネタリウム情報　▼
ポケットモンスター　ベストウイッシュ
　　　　　　　～光と影のテンキュウギ～
●投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）
　火～日曜日・祝日：11時、13時10分　
●観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）
 ※７月の第２・４土曜日の無料投影はありません。

●特別展示「新収蔵資料展～掛軸など～」　
　好評につき、展示期間を７月末まで延長しました。
平成24年度に小松温芳図書館・郷土資料室へ寄贈・寄託
していただいた掛軸10点以上をお披露目しています。
　３代藩主一柳直卿や近藤篤山先生、次男簣山先生ほか、
素晴らしい資料を紹介します。
期間　～７月28日㈰まで　

【開 館 時 間】９時～17時30分　【７月休館日】水曜日、16日㈫

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

14日㈰
10：00～12：00

図工教室

７日㈰
13：30～15：00

７日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース囲碁教室

やきもの教室
コップを作ろう

15日㈪
10：00～12：00

七夕かざり
ささかざり作り

６日㈯
10：00～12：00

電子工作
フラッシュライト

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円　
必要な物：牛乳パック

小学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小学２～６年生　定員：30人　
必要な物：絵の具道具

トールペイント
かわいい小物作り

イラスト教室

20日㈯
10：00～12：00

20日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：20人
材料費：250円

５歳～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：500円　
必要な物：汚れてもいいフェイスタオル
作品のお渡しには約１カ月かかります。

小学３年～中学生
定員：20人　材料費：100円

小・中学生
小学１～３年生は初級コース
小学生　定員：20人
材料費：300円　申込用紙あり
申込多数の場合は抽選
申込期限：３月15日㈮

トールペイント 28日㈰
10：00～12：00

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

26日㈮
10：00～12：00

25日㈭
13：30～15：30

24日㈬
10：00～12：00

キッズダンス教室

水てっぽう教室

21日㈰
13：30～15：30

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器を作ろう

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円　
作品のお渡しには約１週間かかります。

小学生以上　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：100円
必要な物：タオル、着替え

小学生　定員：30人
動きやすい服装・くつした
必要な物：飲み物、タオル

はさみ切りえ教室

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日
11：00～11：30

おはなしのへや 毎週土曜日
14：00～14：30

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなど

押し花教室
押し花タンブラー

27日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：15人　
材料費：500円

27日㈯・28日㈰
13：30～15：00

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

将棋教室

30日㈫
Ａ10：00～12：00
Ｂ13：30～15：30
31日㈬
Ｃ10：00～12：00

小学生　定員：各20人
材料費：400円
必要な物：汚れてもいいタオル
作品のお渡し日：８月23日㈮10時～

陶芸教室

小学生　定員：20人
材料費：100円
２年生以下は保護者同伴

●夏休み読書マラソン
期間　７月20日㈯～８月31日㈯
用紙配布開始　７月２日㈫　　提出期限　９月10日㈫
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【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【７月休館日】月曜日、16日㈫

【開館時間】
　　西条図書館：９時～22時
　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【７月休館日】
　　西条図書館：31日㈬　
　　東予図書館：月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬、31日㈬
　　丹原図書館：金曜日、16日㈫、31日㈬
　　小松温芳図書館：水曜日、16日㈫、31日㈬

●５日・19日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●12日・26日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●13日・27日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●７日・21日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　７月13日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　７月17日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　７月24日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　７月13日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　７月25日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　７月27日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●８日・22日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●２日・16日・30日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●３日・17日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●10日・24日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●11日・25日（木曜日）
市民の森入口分岐点　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●児童館まつり
　７月６日㈯　10時～13時　
　バザー、のみの市、簡単工作、駄菓子屋さんなど、楽しい催
　しが盛りだくさん！　※前売券の購入が必要なものあり。
●ゲーム遊び（要申込）
　７月13日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●水遊び
　７月10日㈬・11日㈭・12日㈮・17日㈬・18日㈭・19日㈮
　11時～12時　対象：幼児親子
●ニコニコクッキング「ピザ作り」（要申込）
　７月27日㈯　10時～12時
　対象：小学生　定員：10人　場所：大町公民館調理室
　必要な物：エプロン、三角巾、ハンドタオル、チーズ

●茶道クラブ
　７月13日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●子ども映画会「ロラックスおじさんの秘密の種」
　７月13日㈯　13時30分～15時
●リズム教室
　７月20日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●カレー作り（要申込）
　７月24日㈬　10時～
　対象：幼児・小学生　定員：50人
●みんなで遊ぼうデー「どうぶつたおしゲーム」（要申込）
　７月25日㈭　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　定員：30人　

■乳幼児相談会（おしゃべりサロン内）
　７月２日㈫　10時～11時　必要な物：母子手帳
　保健師と保育士による乳幼児相談、身体測定など。
●夏まつり
　７月６日㈯　10時30分～13時
　スーパーボールすくい、ヨーヨー、のみの市など、楽しい催
　しがいっぱい！　※前売券の購入が必要なものあり。
●水遊び
　７月18日㈭・19日㈮・25日㈭・26日㈮
　10時～11時　対象：幼児　シャボン玉遊びや色水遊びなど。

●こども映画会「モンスター・ホテル」
　７月６日㈯　13時30分～15時
●七夕の笹飾り作り　７月６日㈯・７日㈰　10時～15時
●こども夏祭り　７月21日㈰　10時～13時
　バザー、おたから市、遊びコーナー、映画会など、楽しい催
　しが盛りだくさん！　※前売券の購入が必要なものあり。
●プール、シャワーあそび
　７月26日㈮　10時30分～11時
●夏休み手作り教室「カレー作り」（要申込）
　７月30日㈫　10時30分～　対象：幼児・小学生　定員：20人
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【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【７月休館日】月曜日、16日㈫

【開館時間】
　　西条図書館：９時～22時
　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【７月休館日】
　　西条図書館：31日㈬　
　　東予図書館：月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬、31日㈬
　　丹原図書館：金曜日、16日㈫、31日㈬
　　小松温芳図書館：水曜日、16日㈫、31日㈬

●５日・19日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●12日・26日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●13日・27日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●７日・21日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　７月13日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　７月17日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　７月24日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　７月13日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　７月25日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　７月27日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●８日・22日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●２日・16日・30日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●３日・17日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●10日・24日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●11日・25日（木曜日）
市民の森入口分岐点　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●児童館まつり
　７月６日㈯　10時～13時　
　バザー、のみの市、簡単工作、駄菓子屋さんなど、楽しい催
　しが盛りだくさん！　※前売券の購入が必要なものあり。
●ゲーム遊び（要申込）
　７月13日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●水遊び
　７月10日㈬・11日㈭・12日㈮・17日㈬・18日㈭・19日㈮
　11時～12時　対象：幼児親子
●ニコニコクッキング「ピザ作り」（要申込）
　７月27日㈯　10時～12時
　対象：小学生　定員：10人　場所：大町公民館調理室
　必要な物：エプロン、三角巾、ハンドタオル、チーズ

●茶道クラブ
　７月13日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●子ども映画会「ロラックスおじさんの秘密の種」
　７月13日㈯　13時30分～15時
●リズム教室
　７月20日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●カレー作り（要申込）
　７月24日㈬　10時～
　対象：幼児・小学生　定員：50人
●みんなで遊ぼうデー「どうぶつたおしゲーム」（要申込）
　７月25日㈭　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　定員：30人　

■乳幼児相談会（おしゃべりサロン内）
　７月２日㈫　10時～11時　必要な物：母子手帳
　保健師と保育士による乳幼児相談、身体測定など。
●夏まつり
　７月６日㈯　10時30分～13時
　スーパーボールすくい、ヨーヨー、のみの市など、楽しい催
　しがいっぱい！　※前売券の購入が必要なものあり。
●水遊び
　７月18日㈭・19日㈮・25日㈭・26日㈮
　10時～11時　対象：幼児　シャボン玉遊びや色水遊びなど。

●こども映画会「モンスター・ホテル」
　７月６日㈯　13時30分～15時
●七夕の笹飾り作り　７月６日㈯・７日㈰　10時～15時
●こども夏祭り　７月21日㈰　10時～13時
　バザー、おたから市、遊びコーナー、映画会など、楽しい催
　しが盛りだくさん！　※前売券の購入が必要なものあり。
●プール、シャワーあそび
　７月26日㈮　10時30分～11時
●夏休み手作り教室「カレー作り」（要申込）
　７月30日㈫　10時30分～　対象：幼児・小学生　定員：20人

　「西条市への意見書」を利用して、まちづくりや市のいろいろな事業などに対しての
ご意見をお寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所・氏名等をご記入ください。
　いただいたご意見等のうち「公開してもよい」の中から、氏名等を除いたうえ、公開
させていただくことがありますので、ご了承をお願いします。

<裏面に封筒の作り方を掲載しています>

該当する番号に○を
つけてください。

１．回答を希望する ２．回答を希望しない

２．公開を希望しない１．公開してもよい
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山　折 り 線

 

◆簡易封筒の作り方
○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。
○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。
○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。
◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。
※料金受取人払の有効期限は平成26年３月31日までとなっていますので、それ以降につい
　ては切手が必要となります。

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

15
2

西
条
郵
便
局
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＜材　料＞
　絹かわなす ‥‥ １個
　昆布だし・ポン酢 ‥‥ 適量

＜作り方＞
　絹かわなすを縦に薄く切って、沸かしただし汁
にサッととおす。ポン酢でいただく。

絹かわなすのしゃぶしゃぶ

ふるさと産品通信

　ブルーベリーは健康ブームの中、人気が高まっている果物です。
食物繊維、ビタミンＣ・Ｅ、ポリフェノールの一種であるアントシ
アニンを含むため、整腸作用や抗酸化作用、目の疲労回復が期待で
きると言われています。市内においても収穫体験のできる観光農園
や異業種企業による農業参入などで、瀬戸内の太陽の光をたっぷり
浴びたブルーベリーが栽培されています。

　「生で皮ごと食べるものだからこそ」と農薬や化学肥料を一切使わない
土耕栽培で、ブルーベリーなど特徴のある７種類のベリーを栽培する寺田
さん。自然に近い環境での栽培にこだわり、水やりも少なくし、なるべく
手を加えずに育てられたブルーベリーは、東京の有名な農業法人のコンテ
ストで優勝した実績があります。
　ブルーベリーは鮮度が問われる果物ですので、収穫体験で摘みたてを口
にほうばったり、直販所で新鮮なうちに購入できるのは、産地ならではの
ことです。そのほか市内の洋菓子店等でも使われていますので、おしゃれ
な雰囲気と一緒に、西条産ブルーベリーを味わってみてはいかがでしょう
か。

新鮮なブルーベリーの味を楽しもう

＜材　料＞
　きゅうり ‥‥ ２本／大葉 ‥ 適量
　漬け汁：酢 ‥ 大２／しょうゆ ‥ 大１／
　　　　　砂糖・ごま油 ‥ 小１
＜作り方＞
　きゅうりを板ずりしてから、ナイロン袋に入れ
てたたく。ひと口大に切って、漬け汁に漬ける。

たたききゅうり
生
で
は
サ
ク
サ
ク
！

加
熱
す
る
と
、
ト
ロ
ッ
と
甘
い
食
感

に
な
り
ま
す
!!

板
ず
り
は
、
キ
ュ
ウ
リ
に
塩
を
振
っ

て
ま
な
板
の
上
で
転
が
す
こ
と
。

鮮
や
か
な
緑
色
に
仕
上
が
り
ま
す
！

問合せ　市庁舎本館ブランド戦略課　℡0897－52－1380

西条ブルーベリー農園　園主　寺田将人さん
エコファーマー認定、愛媛県認定番号e.f.1317
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▲

警
察
や
消
防
職
員
に
よ
り

救
助
活
動
が
実
演
さ
れ
ま
し
た

▲
午
前
中
の
机
上
講
習
に
続
き

午
後
は
実
際
の
救
助
法
を
訓
練

　知事や市長など来賓の皆さん
が見守るなか、開始宣言ととも
に打ち上げられた煙火を合図に
して、約６千人もの来場者が一
斉に遠浅の海岸を駆け出した、
東予地域漁業協同組合連合協議
会主催の「立て干し網」。
　仕切られた網の内側では、放
流されたハマチ30尾・タイ300
尾・アジ15000尾が跳ね、それ
らの獲物を手にした人の歓声が
そこここで上がっていました。
　波打ち際にもアサリ1700㎏が
放たれており、小さな子どもた
ちも砂遊び(？)というか潮干狩
りを楽しんでいました。
　また、砂浜に設けられた仮設
プールでは、未就学児らがびし
ょ濡れになりながら、懸命にア
ジを追っていました。

　東予港港湾整備促進
期成同盟会の総会が開
催され、西条第１防波
堤の早期完成や耐震強
化岸壁の早期事業化な
ど、当市の産業・経済
の発展と市民生活の安
全安心に必要不可欠な
東予港の早期整備につ
いて、国の理解を一層
求めていくことを全会
一致で確認しました。
  総会に先立ち行われ
た講演会では、四国地
方整備局の丸山次長か
ら「最近の港湾行政の
動向」として、地震災
害に対する港湾整備の
状況などに関する報告
がなされました。

　高地環境での運動効果などについて研究をされている、東海大
学スポーツ医科学研究所長の寺尾保教授が、科学的根拠に基づき
ウォーキングの効果や身体への影響などを講演くださいました。
　翌日に予定されていた「石鎚山系元気ウォーキング大会」は悪
天候のため中止となりましたが、毎年この大会に参加している寺
尾先生のお話に、受講した皆さんからは「ウォーキングを健康の
維持や増進に大いに活用したい」などの声が聞かれました。

　42回目の開催を数
える西条地域春季市
民芸術文化祭。
　芸能祭では、日舞
や大正琴、民謡・三
味線、三曲、器楽、
コーラスの各部門に
約400人の皆さんが
熱演を披露し、また
美術展には、書道や
洋画、水墨画、日本
画、陶芸、写真、押
し花、生花、俳画、
木彫、川柳の各部門
に約230点の力作が
出品されました。
　会場の総合文化会
館を訪れた人々は、
洗練された舞台芸能
や見事な展示美術・
創作文芸作品の数々
に、香り高い芸術文
化を満喫していまし
た。

　園児たちを対象とした「子どもの水の事故防止教室」や、野外
活動引率者などが参加した「水難事故防止河川救助講習会」が、
水と触れ合うことの増える季節を前にして開催されました。
　「きけん」と書かれた赤い旗のある所では遊ばないことや、万
一の場合には大人に助けを求めることなどを園児らは学び、また
講習会を受講した皆さんは、救助道具の使い方やロープを用いた
救助法などの習得に、真剣な表情で取り組んでいました。

5/18  さぁ歩こう！ウォーキングで 健康 づくり講座

5/20  東予港 早期整備の実現 に向けて

夏を前に 水の事故 を防ごう ！

5/18～19  西条地域春季市民芸術文化祭

5/26  第13回 西条市 立て干し網　～ 河原津海岸に大漁旗がひるがえる！ ～

▲
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
有
効
性
を
説
く
寺
尾
教
授

▲

市
の
発
展
に
不
可
欠
な
港
湾
整
備

▲
も
う
す
ぐ
出
番
な
の
で
し
ょ
う
か
？

▲

中
村
県
知
事
と
青
野
市
長

▲

色
の
つ
い
た
ア
サ
リ
で
タ
イ
を
ゲ
ッ
ト

▲

父
ち
ゃ
ん
、や
っ
た
ね
ぇ
大
漁
じ
ゃ
ね
ぇ
！
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俳
　
句	
　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

少
子
化
が
す
す
む
分
校
夏
つ
ば
め

　
　
　
青
野
義
明

牡
丹
咲
き
空
気
き
れ
い
に
な
り
に
け
り

　
三
好
清
信

花
菖
蒲
水
の
匂
え
る
夜
の
道

　
　
　
　
　
大
森
妙
子

百も
も
と
せ歳

の
友と

も
が
き垣

笑
ま
ふ
五
月
晴

　
　
　
　
　
伊
藤
通
友

リ
ハ
ビ
リ
の
歩
を
延
ば
し
つ
つ
春
日
追
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
谷
福
美

風
そ
よ
ぐ
無
住
の
寺
に
躑つ

つ

じ躅
咲
く

　
　
　
高
橋

　
和

散
歩
す
る
蜜
柑
の
花
の
い
い
香
り

　
　
　
竹
田
幸
栄

田
植
え
前
水み

な

も面
に
浮
か
ぶ
月
二
つ

　
　
　
大
田
宮
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

子
の
時
に
覚
え
た
九
九
が
八や

そ

じ

十
路
ま
で
　
近
藤
忠
夫

冷
蔵
庫
全
部
が
老
い
の
お
菓
子
箱
　
　
　
真
鍋
正
利

子
供
の
日
石
蹴
り
縄
跳
び
か
く
れ
ん
ぼ
　
三
谷
福
美

軒の
き
し
た下

へ
つ
ば
め
元
気
に
里
帰
り
　
　
　
池
田
智
恵
子

ひ
と
呼
吸
お
け
ば
心
の
風
が
凪な

ぐ
　
　
木
原
恵
美
子

カ
タ
ツ
ム
リ
今
日
の
お
散
歩
ど
こ
行
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
桃
代

こ
だ
わ
る
な
あ
く
せ
く
す
る
な
昼
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
セ
ツ
子

満
ち
潮
も
引
き
潮
も
あ
る
夫
婦
船
　
　
越
智
ト
シ
子

　
短

　
歌	

　
　
　
　
　
　
藤

田

虎

雄

　
選			

後の
ち

の
世
の
平
和
を
祈
り
亡
き
母
ら
が
植
え
し
桜
が
満

開
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
ト
ク
子

明
け
初
め
て
薄う

す

き

黄
色
に
染
ま
る
空
の
画が

ふ布
上
る
煙
は

好
き
に
絵
を
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
タ
ク
ヨ

煌こ
う
こ
う々

と
朝
の
光
を
体み

に
受
け
て
今
日
も
良
き
日
で
あ

り
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
島
キ
ヨ
ノ

石
鎚
の
お
山
の
上
を
東
に
向
け
光
り
つ
つ
航ゆ

く
雲
も

曳ひ

き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
岡
啓
子

夏
立
ち
し
朝

あ
し
た

の
畑
に
実
の
入い

り
を
確
か
む
る
豆
の
莢さ

や

の
冷
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田

　
薫

雨
あ
と
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
細
き
道
水み

ず
た
ま溜

り
避
け
飛

び
飛
び
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
美
智
子

何
し
て
も
う
ま
い
具
合
に
ゆ
か
ぬ
日
よ
雨
の
ち
曇
り

の
日
も
昏く

れ
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
塩
見
田
鶴
子

病
院
の
検
査
の
結
果

　
悪
く
な
く
子
等
孫
た
ち
と
外

食
に
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
幸
栄

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　フエ市内から少しバイクを走らせると、よく出会う風景がある。牛が道を横切るために、バイクや
車が彼らに道を譲っているところ。普段は、遠慮なしにクラクションを鳴らし、歩行者がいても気にせず通過
するベトナム人。しかし、相手が牛となっては、そんな彼らも文句ひとつ
言わずに静かに牛たちが通り過ぎるのを待っている。牛たちも急ぐことな
く、そんな人間を横目に我が物顔でゆっくりと歩を進める。急スピードで
発展し続けるベトナムの生活において、その光景は少しほっとできる瞬間
である。国が発展してきて、生活水準が向上してきても、まだまだ農作業
には機械よりも牛たちの方が活躍している。人と牛が一体となって土を耕
す。そんな風景がこの先も残ってほしい、そう願うのは機械であふれた日
本で過ごしてきた私の“わがまま”であろうか。
　　　　　　　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子） ベトナムの道をのんびりと歩く牛たち
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昨
年
、
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た

研
究
集
会
に
参
加
し
、
大
阪
人
権

博
物
館
理
事
長
の
成
山
治
彦
氏
の

「
い
じ
め
と
差
別
」
と
い
う
講
演

を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
教

育
・
啓
発
活
動
を
進
め
る
う
え
で

大
変
参
考
に
な
る
学
び
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
「
い
じ
め
と
差

別
は
同
質
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

『
い
じ
め
に
よ
っ
て
学
校
に
行
け

な
く
な
る
、
学
ぶ
権
利
が
奪
わ
れ

る
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
。
紛

れ
も
な
い
人
権
侵
害
で
す
。
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
子
は
、
人
間
と
し

て
の
誇
り
が
奪
わ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
は
、
往
々
に
し

て
事
実
に
基
づ
か
な
い
噂
や
、
偏

見
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
る
理
由
が
、
差
別
と
同
じ

よ
う
に
、
い
わ
れ
の
な
い
噂
や
偏

見
で
あ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　

あ
る
い
は
、
現
象
と
し
て
見
え

る
実
態
の
背
景
に
思
い
が
至
ら
ず
、

短
絡
的
な
反
応
を
し
て
、
い
じ
め

る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
、
同
和
教
育
の
出
発
の

と
き
に
、
実
態
面
か
ら
部
落
差
別

が
助
長
さ
れ
、
こ
の
差
別
を
な
く

す
た
め
に
は
、
こ
の
実
態
が
差
別

の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
た
こ
と
と
重
な
り
ま

す
。
』

　

二
つ
目
は
、
「
い
じ
め
の
構
造

は
差
別
の
構
造
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
『
差
別
と
同
様
、
加
害
者
と

被
害
者
が
い
て
、
い
じ
め
が
成
り

立
っ
て
い
る
が
、
長
期
に
わ
た
る

い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
す
る
傍
観
者
や
、
中
に
は
、

は
や
し
立
て
る
層
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
き
ま
す
。

　

差
別
の
問
題
も
、
今
な
お
後
を

絶
た
な
い
の
は
、
多
く
の
国
民
が
、

自
分
は
差
別
す
る
側
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
差
別
に
対
し
て
異
を
唱

え
な
い
。
こ
の
意
識
の
中
に
、
今

日
な
お
差
別
を
温
存
さ
せ
て
い
る

大
き
な
社
会
意
識
の
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

じ
め
の
傍
観
者
も
実
は
同
じ
意
識

だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
問

題
は
、
「
い
じ
め
ら
れ
る
ほ
う
に

も
問
題
が
あ
る
」
と
い
う
誤
っ
た

見
方
で
す
。
部
落
差
別
は
被
差
別

者
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
決
し
て

な
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ
と
い
う

こ
と
で
す
。
』

　

人
権
・
同
和
教
育
は
、
差
別
さ

れ
た
人
の
痛
み
を
共
有
す
る
こ
と

か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
い
じ
め
を

克
服
す
る
教
育
も
、
ス
タ
ー
ト
は

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

いじめと差別
西条市教育委員会

○発売期間
　７月10日㈬～８月２日㈮
○抽選日・販売価格
　８月13日㈫　１枚 300円
○発売場所
　最寄りの宝くじ売り場など

■
個
人

○
近
藤　

信
（
国
安
）

○
青
野
奉
文
（
高
田
）

○
武
本　

徹
（
高
田
）

○
真
鍋
市
子
（
丹
原
町
高
松
）

■
各
種
団
体

○
リ
メ
イ
ク
さ
ざ
ん
か

○
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
条

○
村
上
記
念
病
院

○
竹
の
子
カ
ラ
オ
ケ
会

○
て
ん
ま
り

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
小
松
山
草
会　

小
松
盆
栽
教
室

○
小
松
陶
芸
ク
ラ
ブ

　

次
の
方
々
か
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　「海難ゼロへの願い」をスローガンに、
海難防止思想の普及・高揚を図ることによ
り、海難の発生を防止することを目的に実
施しています。
①見張りの徹底および船舶間コミュニケー
  ションの促進
②小型船の安全
　対策の徹底

海の事故ゼロキャンペーン
全国海難防止強調運動
７月16日㈫～31日㈬

マリンレジャー集中安全推進活動期間
　　　　　７月１日㈪～８月31日㈯
プレジャーボート等に対する
　　　　　　　積極的指導・取締期間
　　　　　７月１日㈪～８月31日㈯
　今治海上保安部では、「海で安全に楽しく遊ぶために～大切
な命を自分で守る～」をテーマに、次の３つを基本とする「自
己救命策確保」を推進しています。
【浮力確保】
①ライフジャケットの常時着用
【速やかな救助要請】
②防水パック入り携帯電話などの連絡手段の確保
【海の事件・事故は１１８番】
③海上保安庁への緊急通報用番号「１１８番」の有効活用

今治海上保安部警備救難課　TEL0898ー22ー0118
今治海上保安部
海難防止強調運動今治地区推進連絡会議
今治海上保安部
海難防止強調運動今治地区推進連絡会議

うみまる うーみん

１等・前後賞合わせて５億円！
2000万サマーと同時発売

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく
　住みよいまちづくりに使われます。
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■行政相談
○７月２日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　８月６日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線131
○７月９日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○７月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　７月23日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○７月26日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○７月18日㈭　13時～17時　神戸公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○月～金曜日（祝日は除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は７月１日㈪～）
○７月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○７月17日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線131
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は11頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　７月９日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険等相談
　７月11日㈭　10時～16時　市民会館２階第６会議室
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■無料不動産相談
　７月10日㈬　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■不動産無料相談
　７月８日㈪　13時～15時　西条宅建協会（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　西条宅建協会　℡0897ー55ー0988
■お酒の悩み相談
　７月24日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～15時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
　※７月20日㈯　10時～12時　「さくらんぼ」でも専門的相談を
　　実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ・婦人相談
　月～金曜日（祝日除く）　　　市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　７月17日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 1 会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　７月18日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

一日年金相談
（旧社会保険出張相談）

東予若者サポートステーション出張相談会

日　時　７月10日㈬　10時～15時30分　
場　所　西条商工会議所
問合せ　新居浜年金事務所（新居浜市庄内町）
　　　　TEL0897－35－1362
　　　　※年金定期便のお問い合わせは
　　　　　専用ダイヤル0570－058－555へ

　15歳から39歳までの就業していない方、もしくはその保護者を対象とし、
心のケアから“自立”に必要なスキルアップまでトータルにサポートします。
日　時　７月２日㈫・23日㈫　13時～17時（完全予約制）
場　所　ハローワーク西条
問合せ　東予若者サポートステーション（新居浜市勤労青少年ホーム１階）
　　　　TEL0897－32－2181　FAX0897－32－2182
        　 受付：月～金　10時～18時　休み：土日祝日
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■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター　７月１日㈪・８月５日㈪

○東予保健センター　７月８日㈪・８月12日㈪

○丹原保健センター　７月22日㈪・８月19日㈪

○小松保健センター　７月29日㈪・８月26日㈪

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（ドナー登録）（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　７月23日㈫　13時30分～15時30分

◆精神保健相談（要予約）

　７月４日㈭　13時30分～15時30分

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■７月の献血日程
◆総合福祉センター

　７月19日㈮　９時30分～12時

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

４日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

１日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

２日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

９日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

12日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、
　　　　小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへ
　ご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

18日㈭
30日㈫

23日㈫

17日㈬
11日㈭

２日㈫
25日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成25年３月１日～
３月31日の出生児

平成25年３月１日～
４月30日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知っ
　　　　　　　　　て、内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　７月・８月の日程等 　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

７月26日㈮

７月22日㈪

カロリー編 受講時間

８月23日㈮

８月26日㈪

バランス編

丹原保健センター ７月11日㈭

小松保健センター ７月19日㈮

８月７日㈬

８月12日㈪

日　時　７月22日㈪　13時30分～15時30分
場　所　中央保健センター
内　容　生活上の問題、治療、
　　　　社会復帰等に関する心の健康相談
担　当　医師および保健師
申込先　中央保健センター

広報さいじょう　2013　７月号33



平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

１
㈪
２
㈫
３
㈬
４
㈭
５
㈮
６
㈯

12
㈮

11
㈭

10
㈬

９
㈫

13
㈯
16
㈫

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

22
㈪

20
㈯

19
㈮

18
㈭

23
㈫
24
㈬

日 外　　　科

30
㈫

29
㈪

27
㈯

26
㈮

日 外　　　科

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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　うつ病に関する知識を得て、家族としての関わり方を学んでみませんか。
■日　時　７月18日㈭　13時30分～15時30分
■場　所　西条保健所　２階　健康増進室
■内　容　講演「うつ病からの回復と家族の元気づくりに役立つ認知行動療法」
■講　師　ＮＰＯ法人こころ塾　代表　村松つね氏
■定　員　30人（先着順）
■申込先　西条保健所　精神保健係　TEL 0897－56－1300（内線303・316）

■日　時　７月27日㈯　午前の部：10時～12時　　午後の部：13時～15時　※昼食各自
■場　所　総合福祉センター　３階　Ｂ棟　研修室２
■内　容　講演「統合失調症の人の回復力を高める家族のコミュニケーション」
■講　師　高森信子氏
■問合せ　ＮＰＯ法人石鎚　TEL 0897－53－1803

　エネルギッシュに参加者を魅了！　家族、当事者からさまざまな相談を受ける高森さんは、精神疾患
からの回復についての具体的な話を聞くことができます。お悩みのご家族の方、ぜひご参加ください。
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No.95　クマタカ（留鳥）
　全長雄72㎝、雌80㎝、翼開長160㎝、翼幅が広く鷹斑の美し
い大型のタカです。季節による移動はせず、低山帯から亜高山
帯の傾斜の険しい森林に生息しています。西条では石鎚山系で
獲物を狙って帆翔しているところが見られますが、加茂川上流
部や丹原町関屋など人里近い低山帯でも見られています。

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

平成25年５月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口　114,026 人（－ 5 5 人）
　男 　54,817 人（－ 2 8 人）
　女 　59,209 人（－ 2 7 人）
世帯　 49,491世帯（＋ 1 3 世帯）

■災害情報
　0897ー55ー5551
　（発生時）

　４年後の2017（平成29）年に第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国体」の開催が内定しています。
　愛媛県で国体が行われるのは、1953（昭和28）年に四国４県で第８回国民体育大会が開催されて以来64年
ぶりで、今回が初の単独開催となります。

２０１７年　えひめ国体情報　in　さいじょう

サッカー

ハンドボール

競 技 名
少年男子
成年男子

種　別
ひうち陸上競技場
総合体育館

競 技 会 場

軟式野球 成年男子
ソフトボール 少年女子

ひうち球場、東予運動公園野球場
東予運動公園多目的グラウンド

山岳
全 種 別

西条西部公園クライミング場（仮称）

成年女子 ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ

リード

ボルダリング 西条西部体育館

全 種 別

問合せ
市庁舎別館国体推進課
総務企画係
TEL0897－52－1660

　全国から２万人を超えるスポーツ選手など
が集まる、日本で最も大きなスポーツの祭典
です。鍛え抜かれたアスリートの技を、間近
に見ることができるチャンスです。

国体（国民体育大会）ってなに？ 国体の目的は？国体（国民体育大会）ってなに？
　広く国民の間にスポーツを広め、スポーツ精神を高揚
して、国民の健康増進と体力の向上を図り、併せて地方
スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとともに、
国民生活を明るく豊かにするために行われています。

国体の目的は？

２０１７年　えひめ国体情報　in　さいじょう２０１７年　えひめ国体情報　in　さいじょう
えがお

●西条市での開催が内定している競技と競技会場

●愛　　称 ●スローガン

佐々木公明さんの作品（西条市） 永井進さんの作品（新居浜市）

えひめ国体
マスコット
「みきゃん」
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入場料　全席指定　5500円
　　　 　※18歳未満の入場はご遠慮ください。
チケット発売
　総合文化会館　７月４日㈭ ９時～　※発売開始日は、一人４枚まで購入可　

10/26 14時開演
総合文化会館大ホール

土

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【７月の休館日】毎週月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

７

水３ 人材マッチング合同就職面接会
常用就職面接会：16時まで　新規高卒予定者就職フェア：16時15分～18時30分

大ホール9：30 10：00

21 日 社交ダンスパーティー 11：30 12：00

小ホール

平成25年度　愛媛県学校農業クラブ連盟
第１回各種発表県大会　

1000円
愛媛県学校農業クラブ連盟
（西条農業高等学校） ℡0897－56－3611

℡0897－52－1256

小ホール

大ホール

６ 土 10：00 大ホール

無　料

総合文化会館 ℡0897－53－550014 日 無　料
℡0897－56－6348

大ホール

火２

“さいじょう”コーラスフェスティバル

株式会社愛媛音楽センター ℡089－943－8083

市商工労政課 ℡0897－52－1482

市総務課
13：00

鳥羽一郎コンサート 13：30 14：00 5500円

14：00

西条市栄典受章記念式典 市総務課 ℡0897－52－1256
７ 日

ＢＳ日本のうた　公開収録
無　料
無　料

（整理券必要）大ホール18：00 18：40
℡0897－56－1716

11 木
13：30 大ホール

℡089－963－0290

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【７月の休館日】毎週月曜日（15日開館）、16日㈫、17日㈬

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

愛媛県連合婦人会７ 9：40 大ホール水３ 平成25年度婦人教育指導者　東予地区研修会 10：00 無　料
℡0898－53－5024井手愛恵バレエ研究所12：30 大ホール日７ 第32回井手愛恵バレエ研究所発表会 13：00 無　料
℡0898－73－2207うしろのしょうめんだーれ9：00 大ホール日14 うしろのしょうめんだーれ29周年歌謡祭 9：30 無　料
℡0897－57－6053森岡12：30 大ホール月15 プチコンサート 13：00 無　料

17：30 18：00

13：30 14：00
17：30 18：00

展示室
無　料

みずほ倶楽部歌謡祭 みずほ倶楽部（髙橋）

竹ダンス（若原）

9：00
25 木
26 金 高齢者趣味の作品展　※25日は17時まで、26日は14時まで 9：00 無　料小ホール ℡0897－52－1292市高齢介護課
28 日 第18回西条アマチュア歌謡祭 9：30 10：00 無　料大ホール ℡0897－56－7543ＮＡＫ愛媛西条支部（川口）

30 火 第63回「社会を明るくする運動」西条地区大会 9：30 10：00 無　料小ホール ℡0897－52－1493「社会を明るくする運動」
西条地区推進委員会事務局

31 水 宝塚歌劇　宙組公演 大ホール Ｓ席：7000円
Ａ席：4000円 ℡0897－52－1256市総務課

℡0897－52－2355西条市青少年健全育成協議会13：00 大ホール土20 西条市青少年健全育成市民大会 13：30 無　料
20 土
21 日 富貴蘭展示、即売会 9：00 無　料会議室 ℡090－3184－8666青野

℡090－4977－4155東予ウィンドハーモニー（土居）13：30 大ホール日21 ジョイントコンサート2013 14：00 無　料
23 火
26 金

吹奏楽クリニック（合奏） 9：00 200円全　館 ℡0898－68－3555丹原文化会館

入場料　一般：2000円　高校生以下：1500円　チケット発売中！
７/28 14時30分開演　丹原文化会館大ホール日

７/14 13時30分開演　総合文化会館大ホール　入場無料日

℡0897－52－1284市危機管理課13：00 小ホール土27 暴力追放市民講習 13：30 無　料

℡0898－68－3555丹原文化会館14：00 大ホール日28 丹原文化会館開館20周年記念事業
茨城県立大洗高等学校マーチングバンド部 ＢｌｕｅＨａｗｋｓ演奏会 14：30

無　料

〜 〜

一般：2000円
高校生以下：1500円

９/22 17時開演　総合文化会館大ホール
入場料　全席指定　6500円　※未就学児のご入場はご遠慮ください。　
チケット販売　総合文化会館他　

日

24 水
25 木

N
o.104
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